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実行計画の概要

本計画は、「佐世保市DX戦略」（以下、「戦略」という）の下位計画として位置付け、戦略に定める12のDX重点課題を解決するための具体的な施策を取
りまとめたものです。戦略の期間中、各施策の進捗状況や、技術革新等、環境の変化を踏まえた柔軟かつ的確な事業展開を実現することを目的として、令和
９年度まで毎年度更新して策定します。

戦略

実行計画

佐世保市
DX戦略

DX戦略（令和4～9年度）

策定 更新 更新 更新 更新更新

R4 R5 R6 R7 R8 R9

（１）実行計画の位置付け

• 本計画では、DX重点課題（戦略上注力する分野と重点的に取り組む課題）ごとに２～３つの「課題」を設け、DX重点課題の達成状況を測るため、そ
れぞれの課題ごとにKPIを設定します。

• また、それぞれの課題を解決するため、「ステップ」（課題を１～３つの段階に分割したもの）を設け、各ステップに１つ以上の「プロジェクト」（ステップの達
成のために導入するシステム等）を立て、ステップの達成状況を測るため、それぞれのプロジェクトごとに「活動指標」を設定します。

• これら課題のKPIとプロジェクトの活動指標の達成状況により進捗を管理し、戦略を推進していきます。

（２）DX戦略の進捗管理

DX重点課題①

DX重点課題⑫

：
課題①

課題②
：

ステップ①

ステップ②

ステップ③

KPI

KPI

プロジェクト①

プロジェクト②

：

活動指標

活動指標
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まちづくり

DX戦略の全体像

行政経営

つながる ひろがる 未来のSASEBO

しごと

観光：

デジタルマーケティングの
強化・スマートツーリズム
の実現による体験観光
の価値向上

市民

事業者

国・県

他団体

連携
農林水産：

デジタル活用による持
続可能で魅力ある一
次産業の実現

ひと

子ども：

地域を含めた切れ目
のない子育て支援

教育：

一人ひとりの児童に合
わせたよりよい教育の提
供にむけた環境構築

まち

都市整備：

高度なデータを活用
した住みやすいまちの
実現

土木：

デジタル技術を活用した高
度かつ効率的な土木インフ
ラ施設の管理による安心・
安全な社会基盤の構築

くらし

保健福祉：

デジタルを活用した福
祉の高度化による包括
的な支援体制の実現

防災：

適正・的確なデータを
活用した危機管理マ
ネジメントの構築

利便性向上

窓口：

行かなくてもよい&
待たない窓口

多様化：

多様なニーズに対応し、
必要な人が必要なサー
ビスを受けられる市役所

業務効率化・高度化

業務効率化：

デジタル技術のフル
活用による職員の
仕事の高質化

職場環境：

職員の能力を最大
限発揮できる魅力
的な職場環境

ドローン AI・IoT データ利活用 ロボティクスDX推進課題

DXの取組を支える３つのしかけ

アジャイルなPDCAサイクルの整備

ICTガバナンスの強化

制度・仕組み

DXを推進する組織・体制の構築

DX推進人材の育成

組織・人員体制

DXに挑む文化の醸成（クイックチャレンジ）

取り組み事例の共有（DXポータル）

風土・マインド

DX研究課題

連携
長崎県

データ利活用型
スマートシティ

マイナンバーカード

国・県の方針や最新の技術動向、本市の政策課題や地域課題、行政課題等の現状を踏まえ、市の成長や市民サービスの向上の実現に向けて、戦略上注力する分
野と重点的に取り組む課題を設定しました。



【R8】 重点課題の進捗状況 予定：R5.4 実績：R6.3

01≪まちづくり≫ 01【 観光 】デジタルマーケティングの強化・スマートツーリズムの実現による体験観光の価値向上

課題 R4 R5 R6 R7 R8 R9 到達像
1-1 政策検討に必要なデータの取得・分析

1-2 データに基づいた戦略の策定

1-3 事業者と連携した地域の観光力強化

2-1 既存素材のデジタル化によるプロモーション強化

2-2 新たな技術を活用した プロモーションの推進

3-1 政策検討に必要なデータの取得・分析（再掲）

3-a-2 メタ観光ニーズへの対応

3-b-2 最適な移動手段情報の提供

最適な観光ルート提
示等による訪れたい
佐世保市の構築

■データを活用した観光客それぞれに合わ
せた観光ルートの提示などにより、まちなか
を起点とした周遊観光の強化や、滞在型観
光を推進することで、観光客の満足度向上
だけでなく、地域経済にも貢献している。

データ活用による戦
略策定と観光力強化

■観光客に関する様々なデータを収集・分
析し、潜在的観光客も含めたニーズ動向把
握を行い、データに基づいた観光戦略の策
定ができている。
■観光客のニーズ等に関するデータを活用
することで、観光地としての対応力を強化
し、観光客満足度の高い観光地となってい
る。

デジタルプロモーショ
ンの推進

■デジタル技術を活用したマーケティング
やプロモーションを実施することで佐世保
市の魅力をよりわかりやすく伝え、実際に現
地を訪れる観光客が増加している。
■デジタル技術等の活用により、既存の観
光資源の魅力を最大化し、より楽しめる観
光体験を提供できている。

【観光1-1-4】コンベンション協会業務デジタル化支援

【観光1-1-5】混雑状況可視化サービス

【観光1-1-6】人流データを活用した行動分析

【観光1-1-7】SNSデータのAI分析による観光計画

【観光1-2-1】データ共有プラットフォーム

【観光1-3-1】事業者等との情報共有

【観光2-1-2】デジタルパンフレット

【観光2-1-3】プロモーション動画を起点とした呼び込み

【観光2-1-4】デジタルマップの活用

【観光2-1-5】各種商品券の電子化

【観光2-2-1】デジタルトラベルガイドの導入

【観光3-a-2-1】AIを活用したメタ観光ルートの提供

【観光1-2-2】データ分析による需要予測

【観光2-b-2-1】周遊観光促進のための一元的な移動手段情報の提供

【観光1-2-3】旅行客オンライン

購買データ解析による未来予測

実施済 当年度実施 今後予定凡例： 検討



【R8】 重点課題の進捗状況 予定：R5.4 実績：R6.3 実施済 当年度実施 今後予定凡例： 検討

01≪まちづくり≫ 02【 農林水産 】デジタル活用による持続可能で魅力ある一次産業の実現

課題 R4 R5 R6 R7 R8 R9 到達像
1-1 新たな担い手の参入促進

2-1 農業・漁業のスマート化推進

2-2 農業・漁業のスマート化の拡大

3-1 鳥獣/赤潮被害の軽減

安心・安定して生産で
きる環境の整備

■ICT等を活用することで、鳥獣対策や赤
潮等の生産リスクが最小化された環境を実
現できている。

担い手の確保・継続・
育成

■新規参入者向けのサポートをオンライン
含め充実させることで、新規参入者が不安
なく、安心して農林業・漁業に取り組めてい
る。
■コミュニティ交流の強化により、新規参入
者が地域とより繋がることでき、共助の関
係性を構築できている。

生産性・付加価値の高
い農林業・漁業の実現

■デジタル技術を活用することにより、生産
性を向上させることで、収入面の安定や向
上が実現できている。
■生産物の強みを可視化し、付加価値を高
め、佐世保市の農林水産業のブランド化や
所得向上が実現できている。

【農水2-a-1/2-1】農畜産業スマート化・高品質化支援事業補助金（スマート化支援）

【農水2-a-1/2-1】IoTを活用したスマート畜産

【農水2-b-1/2-1】IoTを駆使した給餌管理

【農水2-b-1/2-3】データ活用による漁獲量予測

【農水2-b-1/2-2】AI活用による漁獲量向上

【農水2-a-3-1】生産者への情報共有のデジタル化

【農水2-b-1/2-1】生産物の強み可視化によるブランディングの強化

【農水2-b-1/2-2】オンラインによる直売

【農水3-1-1】有害鳥獣被害防止対策

【農水3-a-1/2-2】赤潮監視対策事業

【農水1-1-1】担当者等によるオンライン相談や回答サービス

【農水1-2/3-1】デジタルを活用したコミュニティ交流の強化

【農水2-a-1/2-3】

農薬散布用ﾄ゙ ﾛー ﾝ等



【R8】 重点課題の進捗状況 予定：R5.4 実績：R6.3 実施済 当年度実施 今後予定凡例： 検討

01≪まちづくり≫ 03【 子ども・子育て 】地域を含めた切れ目のない 子育て支援

課題 R4 R5 R6 R7 R8 R9 到達像
1-a-1 子育て手続きのオンライン化による市民サービスの向上

1-b-1 子育て手続きのオンライン化による市民サービスの向上

1-2 子育てに関する手続きのワンストップ化や情報発信との連携強化

2-1 新たな技術を活用した子育て支援の推進

2-2 子育て支援に必要なデータの取得・分析

2-3 データ活用等による、細やかな子育て支援ニーズへの対応

地域一体での子育て
支援の実現に向けた
先進技術やデータ利
活用による支援強化

■先進技術やデータの活用により、地域一
体での子育て支援の更なる拡充と職員の業
務効率化の双方を実現できている。
■データに基づいた施策立案により、複雑
化する市民ニーズへの対応を強化し、子育
てしやすい環境が実現できている。

簡単で便利な手続に
よる抜け漏れのない
支援の実現

■子育てに関する手続きのオンライン化や
ワンストップ化により、子育て世帯の手続き
の利便性の向上が実現できている。
■子育て世帯それぞれに合わせ、子育てに
関する様々な情報をプッシュ型通知などで
積極的に発信することで、子育てしやすい
環境が実現できている。

【子ども1-a-1-1】オンライン対応可能な手続申請

【子ども2-1-2】オンライン相談（母子健康手帳交付、訪問相談など）

【子ども1-b-1-1】プッシュ型通知（子育て応援アプリなど）の拡充

【子ども1-2-1】オンライン申請利用率の向上

【子ども2-1-3】地域子ども・子育て支援におけるオンラインネットワーク化による連携

【子ども2-2-1】子育て関連情報の一元管理

【子ども2-3-1】AIデータ分析による業務活用



【R8】 重点課題の進捗状況 予定：R5.4 実績：R6.3 実施済 当年度実施 今後予定凡例： 検討

01≪まちづくり≫ 04【 教育 】一人ひとりの児童に合わせたよりよい教育の提供にむけた環境構築

課題 R4 R5 R6 R7 R8 R9 到達像
1-a モラル教育及びセキュリティの充実

1-b 教員の学びの知見の共有化

1-c 校務の効率化支援

2-1 校務の効率化支援

3-1 保護者とのコミュニケーションの基盤の整備

校務の効率化による
注力すべき業務への
シフト

■デジタルを活用した校務の効率化によ
り、児童生徒に対する学習指導や生活指導
等、教職員が本来注力すべき業務に注力で
きるようになっている。

保護者等とのコミュニ
ケーション円滑化によ
る学校・家庭協働での
支援体制強化

■保護者等との連絡にデジタルを活用し、
円滑かつ漏れのないコミュニケーションを実
現することで、学校と保護者等との連携を
強化し、学校・家庭・地域一体となった児童
生徒への支援体制が構築できている。

児童生徒が新しい時
代を生き抜く創造性
や社会性を育成でき
る環境の構築

■1人1台端末を活用することで、学習に関
する時間や距離、環境に関する制約を排除
するとともに、先進技術の活用により、個々
の児童生徒に合わせた学習環境が実現でき
ている。
■児童生徒が課題解決過程において、整備
された環境を活用した深い調べ学習によ
る、情報収集・選択・分析過程、他者やグ
ループの協働を通じて編集し、取りまとめた
成果を発表（表現）するなどの過程を通じ、
創造性や社会性を育む学習が可能となって
いる。

【教育1-a-1-1】フィルタリングソフトの導入

【教育1-b-1/2-1】学校教育ネットワーク強靭化事業

【教育1-c-1】AIドリルの導入

【教育1-b-1/2-1】学校教育ネットワーク強靭化事業

【教育3-1-1】学校・家庭間連絡システムの導入



【R8】 重点課題の進捗状況 予定：R5.4 実績：R6.3 実施済 当年度実施 今後予定凡例： 検討

01≪まちづくり≫ 05【 都市整備 】高度なデータを活用した ​住みやすいまちの実現 ​

課題 R4 R5 R6 R7 R8 R9 到達像
1-1 まちづくり計画に必要となる人流情報の把握

1-2 SNSを活用した公共施設の情報取得と解析

2-1 3D都市モデルの活用

2-2 3Ｄ都市モデル等を活用したまちづくり計画の高度化と市民へのわかりやすい情報発信

3-1 土地利活用に関する情報提供システムの一元化

データ一元化による
土地利用活用関連情
報の円滑な情報提供
（市民サービス向上と
業務効率化を両立）

■市民や事業者等のニーズに即したデータ
提供や窓口一元化により、サービスの質の
向上が実現できている。
■データ取得する市民や事業者等に対し、
関連する情報も提供するなど、データ活用
を糸口にして幅広く役立つ情報が提供でき
ている。

人流・交通量解析等に
よる、まちのリアルタ
イム情報の把握

■人の流れや交通量等、日々変化するまち
に関する情報や現地確認などにおいて、
ICT技術を活用することによりリアルタイム
で正確かつ効率的に把握し、まちの姿を可
視化できている。
■行政で活用できる基盤整備から始め、民
間との双方向によるデータ活用を実現でき
ている。

３Ｄモデル等の活用に
よる都市の見える化
とデータに基づくまち
づくりの立案と実践

■取得したまちに関する情報を3Dモデル
にて市民や事業者等へ提示・発信すること
で、都市計画・設計や防災等における、まち
の情報をわかりやすく発信することができ
ている。
■データに基づく政策展開をスタンダード
にし、民間との双方向での活用や、公民連携
を実践できている。

【都市1-1-1】人流データの把握

【都市1-2-2】SNSを活用した公園管理

【都市2-1/2/3-1】３D都市モデル構築業務

【都市1-1-4】空き家状況の把握

【都市3-1-1】データ共有プラットフォーム

【都市2-2-1】3Dデータを活用したまちづくり計画の高度化



【R8】 重点課題の進捗状況 予定：R5.4 実績：R6.3 実施済 当年度実施 今後予定凡例： 検討

01≪まちづくり≫ 06【 土木 】デジタル技術を活用した高度かつ効率的な土木インフラ施設の管理による安心・安全な社会基盤の構築

課題 R4 R5 R6 R7 R8 R9 到達像
1-a-1ドローンの3D測量等多目的活用の実施

1-b-1モニタリングによる道路・河川等の情報把握及びICTを活用した情報収集

2-1 モニタリングやICT等により収集したインフラ情報のAI技術等による分析

2-2情報分析に基づくインフラ管理の高度化

3-1市民へのインフラ情報のリアルタイム発信

AI技術等を活用した
インフラ情報の分析と
管理の高度化

■道路・河川等のモニタリングにより、緊急
時の対応の迅速化が実現できている。
■インフラ情報をAI技術等により分析を行
い、冠水・浸水の未然防止及び予防保全の
高度化並びに渋滞対策や改良箇所の抽出な
どが実現できている。 ​

インフラ情報の
リアルタイム発信

■IoTの活用により取得した道路・河川等の
モニタリングデータをホームページなどによ
り、市民に対してリアルタイム発信（公開）が
実現できている。

ドローン・IoT・​ICTを
活用した​スピーディか
つ効率的なインフラ情
報の把握

■ドローンを多目的に活用(空撮・3D測量
等）し、i-Constructionを推進している。
■IoTを活用した道路・河川等のモニタリン
グや、ウェアラブルカメラによる双方向通信
により、インフラ情報のスピーディな把握が
実現できている。
■ICT機器の活用により、インフラ施設の情
報分析のための情報収集が、効率的に実現
できている。

【土木1-a-1】ドローンの多目的活用の推進

【土木1-b-1】道路冠水状況モニタリングシステム

【土木1-b-2】河川モニタリングシステム

【土木1-b-3】ウェアラブルカメラの活用

【土木1-b-4】道路パトロールの動画活用システム

【土木2-1-2】道路パトロールデータのAI分析

【土木2-1-3】WEBアプリケーション等を活用した市民による道路損傷通報

【土木3-1】ホームページ等による情報のリアルタイム発信

【土木1-a-1】ドローンの多目的活用の推進

【土木1-b-1】道路冠水状況モニタリングシステム

【土木1-b-2】河川モニタリングシステム

【土木1-b-3】ウェアラブルカメラの活用

【土木1-b-4】道路パトロールの動画活用システム

【土木2-1-2】道路パトロールデータのAI分析

【土木2-1-3】WEBアプリケーション等を活用した市民による道路損傷通報

【土木3-1】ホームページ等による情報のリアルタイム発信

【土木2-1-4】データ共有プラットフォームによるデータ管理【土木2-1-4】データ共有プラットフォームによるデータ管理

【土木2-1-1】冠水・浸水予測システム



【R8】 重点課題の進捗状況 予定：R5.4 実績：R6.3 実施済 当年度実施 今後予定凡例： 検討

01≪まちづくり≫ 07【 保健福祉 】デジタルを活用した福祉の高度化による ​包括的な支援体制の実現 ​

課題 R4 R5 R6 R7 R8 R9 到達像
1-a-1福祉関係の手続き・相談等のオンライン化による市民サービスの向上

1-a-2福祉に関する情報発信の強化

1-b-1/2 気軽に相談できる窓口の実現にむけた運用面の整理

2-b-1 包括的支援の実現の担い手である職員負担の軽減

2-b-1 先進技術の導入による職員負担の軽減

2-b-2 AIを活用した市民サービスの推進

2-3 市民一人ひとりの状況に合わせた包括的支援の実現

気軽に相談できる窓
口の構築

■手続きや相談のオンライン化及びプッ
シュ型通知等による情報発信の強化によ
り、市民サービスの向上が実現できている。
■DXを活用した連携強化により、重層化・
複雑化する市民のさまざまな問題を解決で
きる。

多様な担い手との連
携による市民一人ひ
とりの状況に合わせ
た包括的支援

■先進技術の積極的な活用により、職員の
業務効率化を図り、包括的支援が実現でき
ている。
■包括的な支援体制の構築に向け、関連す
る情報を集約し、地域で共有することで、重
層化・複雑化する市民ニーズへの対応が強
化されている。

1-3 気軽に相談できる窓口の実現
　　　　（DX活用による連携強化）

【保福1-a-1-3】オンライン相談

【保福2-b-1-2】電子審査会の推進

【保福2-b-2-2】電話・窓口における応対支援AI

【保福1-a-2-2】ナッジ理論を活用した検診の推奨

【保福2-b-1-1】訪問調査にお

けるタブレット活用

【保福2-b-1-2】電子審査会の推進

【保福2-b-2-2】AI・ＯＣＲ、ＲＰＡを活用した事務作業の簡素化



【R8】 重点課題の進捗状況 予定：R5.4 実績：R6.3 実施済 当年度実施 今後予定凡例： 検討

01≪まちづくり≫ 08【 防災危機管理 】適正・的確なデータを活用した ​危機管理マネジメントの構築

課題 R4 R5 R6 R7 R8 R9 到達像
1-1 災害対応に必要なデータの取得・分析

1-2データ分析に基づく防災計画などの策定

2-2 旅行者、外国人向けの防災情報の発信

関連情報のリアルタイ
ムな把握と一元管理

■災害対応に必要なデータをリアルタイム
に取得・分析し、迅速な危機管理対応ができ
る。
■有事における対応計画が一元化された情
報により作成できるようになる。

市民一人ひとりに合
わせたタイムリーな情
報発信

■災害による被害軽減にむけて、市民一人
ひとりに合わせたタイムリーかつ「伝わる」
防災情報の発信ができている。
■高齢者や外国人等も含め、多様な市民へ
も対応できる情報発信をできている。

【防災1-1-1】災害情報共有システム導入

【防災1-1-2】対災害SNS情報の取得・分析

【防災1-2-1】3Dデータを活用した防災の周知

【防災2-2-1】旅行者向けの災害情報アプリケーションによる発信

【防災2-2-2】ポータルサイトでの外国人向け情報発信



【R8】 重点課題の進捗状況 予定：R5.4 実績：R6.3 実施済 当年度実施 今後予定凡例： 検討

02≪行政経営≫ 01【 窓口 】行かなくてもよい&待たない窓口

課題 R4 R5 R6 R7 R8 R9 到達像
1-1 申請のオンライン化

1-2電子申請における事務処理の効率化

2-1窓口での手続きに要する時間の削減

2-3プッシュ型手続きの実現

3-a-1オンライン相談の拡大

3-b-1相談に係る待ち時間の削減相談チャネルの拡充

■市民・事業者は各種相談についても市役
所に行かなくても、いつでもどこでもサービ
スを受けることができる。

市役所に行かなくて
もできる手続きの拡
大

■窓口に行く時間がない、行くことが困難
といった市民・事業者は対面性を必要とし
ない、全ての手続きをオンラインで行うこと
ができ、窓口には行かなくてもよい。

書かない/待たない窓
口の実現

■対面性が必要とされ窓口に行かなくては
ならない手続き、窓口で支援を受けたい手
続きについては、待合スペースでの申請入
力や、来庁者の分散化により最小限の待ち
時間でサービスを受けることができる。

【窓口1-1-1】全庁的な手続きオンライン化の推進

【窓口1-1-2】自治体オンライン化推進事業

【窓口1-1-3】クルーズ船入港予約システム

【窓口2-1-1】書かない窓口の導入

【窓口1-2-1】電子申請と庁内システムの連携

【窓口3-a-1-1】オンライン相談の拡大

【窓口3-b-1-1】相談窓口予約

【窓口2-3-1】LINEによる一人ひとりに合った情報提供

【窓口１-1-４】学校体育館等における設施予約システ

ム・スマートロックの導入



【R8】 重点課題の進捗状況 予定：R5.4 実績：R6.3 実施済 当年度実施 今後予定凡例： 検討

02≪行政経営≫ 02【 多様化 】多様なサービスをもれなく受けられる市役所

課題 R4 R5 R6 R7 R8 R9 到達像
1-1 財務会計システム納付書のキャッシュレス化

1-2 窓口（レジ）のキャッシュレス化

1-3個別システム納付書のキャッシュレス化

2-a-1 デジタルデバイド対応

2-b-1情報発信の多言語対応

2-c-1ネットワーク利用可能施設の拡大

3-1情報発信のデジタル化

3-2利用者のニーズに合わせた情報発信の最適化

デジタルデバイド対応

■市民・事業者は、窓口対応や市からの行政
サービスの提供において年齢や障がい・言
語を問わず、DXのメリットを享受すること
ができる。
■市民・事業者は地域を問わず、デジタルを
活用することができる。

情報発信の最適化

■市民・事業者は、市役所が発信する様々
な情報を、必要な時に、広報紙やホームペー
ジ、各種SNSといった最適な手段で取得す
ることができる。
■市民・事業者は動画によりわかりやすい
情報を得ることができる。

支払のキャッシュレス
対応

■市民・事業者は、行政サービスにおける各
種支払いについてキャッシュレス（クレジット
カード、電子マネー等）を選択することがで
きる。

【多様化1-1-1】財務会計システムの納付書に対するキャッシュレス導入

【多様化1-2-1】窓口（レジ）のキャッシュレス導入

【多様化1-3-1】個別システムの納付書に対するキャッシュレス導入

【多様化2-a-1-1】高齢者・障がい者へのデジタル活用支援

【多様化2-b-1-1】広報の多言語対応拡張

【多様化2-b-1-2】AI翻訳ソフトの実証と導入

【多様化2-c-1-1】市内公共施設へのWi-Fi環境導入と適切な管理・運用

【多様化3-1-1】広報紙のデジタル化

【多様化3-1-2】LINEサービスの拡張

【多様化3-2-1】ホームページのリニューアル



【R8】 重点課題の進捗状況 予定：R5.4 実績：R6.3 実施済 当年度実施 今後予定凡例： 検討

02≪行政経営≫ 03【 高質化 】デジタル技術のフル活用による職員の仕事の高質化

課題 R4 R5 R6 R7 R8 R9 到達像
1-1市民の声収集・活用の活性化

2-a-1 デジタルツール活用による業務の自動化

2-b-1内部事務のデジタル化

3-1データ利活用環境の整備

3-2庁内情報管理の高度化

様々なデータを活用
した業務の高度化

■庁内の様々なデータを利活用し、課題解
決や業務に活かすことにより、職員の業務
は更に高度化することができる。

事務作業の削減・省力
化

■事務作業は可能な限りAIやロボットによ
り自動化され、職員の業務から削減される。
■デジタルツールにより決裁等の時間や手
間のかかる業務をサポートすることで、職員
はよりスピーディに業務を遂行することが
できる。

市民・事業者の意見の
効果的な活用

■市民・事業者からの声を、デジタルを活用
することで広く収集し、効果的に施策に反
映できるようになる。

【業務効率化2-a-1-1】RPAの導入と活用

【業務効率化2-a-1-2】AI-OCRの導入と活用

【業務効率化2-a-1-3】ローコードツールの活用

【業務効率化2-a-1-4】文字起こしAIによる議事録の自動化

【業務効率化2-b-1-1】電子決裁・文書管理システム

【業務効率化2-b-1-2】庶務事務システム

【業務効率化3-1-1】BIツール等を用いたデータの見える化

【業務効率化3-1-2】地理情報システム管理事業

【業務効率化3-1-3】データ共有プラットフォーム

【業務効率化2-a-1-5】業務手順書作成によるBPRの推進 新

【業務効率化2-a-1-1】RPAの導入と活用

【業務効率化2-a-1-2】AI-OCRの導入と活用

【業務効率化2-a-1-3】ローコードツールの活用

【業務効率化2-a-1-4】文字起こしAIによる議事録の自動化

【業務効率化2-b-1-1】電子決裁・文書管理システム

【業務効率化2-b-1-2】庶務事務システム

【業務効率化3-1-1】BIツール等を用いたデータの見える化

【業務効率化3-1-2】地理情報システム管理事業

【業務効率化3-1-3】データ共有プラットフォーム

【業務効率化3-2-1】AI等先進技術の活用研究

【業務効率化2-a-1-5】業務手順書作成によるBPRの推進

【業務効率化3-2-2】庁内情報の整理と配置の見直し

【業務効率化1-1-1】広聴制度の見直し



【R8】 重点課題の進捗状況 予定：R5.4 実績：R6.3 実施済 当年度実施 今後予定凡例： 検討

02≪行政経営≫ 04【 職場環境 】職員の能力を最大限発揮できる魅力的な職場環境

課題 R4 R5 R6 R7 R8 R9 到達像
1-a-1 リモートワークに適したネットワーク・パソコン環境の検討と実証

1-a-2 リモートワークに適した環境リプレースの推進

1-b-1オンラインコミュニケーションの環境整備・実証

1-b-2情報共有環境の見直し

1-b-3印刷環境の見直し

1-c-1スマートワークに向けた働き方に関する課題の棚卸・見直し

1-c-2スマートワークに適した働き方の見直し

1-d-1強靭で利便性の高いセキュリティ対策実施

2-2-1 基幹システム標準化対応

自治体情報システム
の標準化

■国の指針に則り、自治体情報システムは
標準化・共通化されている。

時間・場所にとらわれ
ないスマートワーク環
境

■職員は自身の働き方や業務内容に応じ
て、働く場所を選択することができる。
■職員は庁内においても場所にとらわれず
効率的に業務を遂行することができる。
■市民や事業者とも対面にとらわれず、効
率的に情報発信やコミュニケーションをとる
ことができる。
■アイデア創出のための組織横断的なコラ
ボレーションができる。
■自治体情報システムやICTインフラはより
効率的かつ利便性の高いものとなる。

【職場環境1-a-1-1】スマートワーク環境整備(端末整備)※毎年度拡大

【職場環境1-b-1-1】オンライン共有環境や運用の見直しと拡大

【職場環境2-2-1】基幹システムの標準化

【職場環境1-b-1-2】研修・説明会・視察のオンライン化

【職場環境1-d-1-1】強靭で利便性の高いセキュリティ対策の実施

【職場環境1-b-2-2】スマートワークの環境整備（クラウド環境）

【職場環境1-a-1-1】スマートワーク環境整備（ネットワーク整備）

【職場環境1-b-3-1】複合機・プリンタ配置見直し

【職場1-a-2-1】PC台数、スペック、運用の見直し

【職場環境1-c-2-1】

働き方見直し検討

【職場環境1-c-1-1】ｽﾏー ﾄ

ﾜー ｸに向けた働き方に

関する課題の棚卸調査



【R8】目標－進捗状況・評価

01【 観光 】デジタルマーケティングの強化・スマートツーリズムの実現による体験観光の価値向上

1
データ活用による戦略
策定と観光力強化

2
デジタルプロモーション
の推進

3
最適な観光ルート提示
等による訪れたい佐世
保市の構築

R8年度の目標（総括）

データ活用による戦略策定と観光力強化を図るため、引き続き市内事業者向けにマーケティングレポートを公開すると共に、
活用方法等についてセミナーを行うことで、市内事業者の活用の推進を図る。
また、佐世保市の観光施策においても、人流データ、WEB検索データ等を活用し、根拠に基づいた効果的な事業推進を図る。
観光プロモーションにおいては、幅広い年代に情報を発信すべく、SNSの活用やXRを活用した施設紹介を行うことでデジタル
社会に対応した効率的な情報発信に努める。
佐世保市における最適化ルート情報発信については、ゼンリン等と連携しながらMaaSアプリ「STLOCAL」の内容の充実化と
利用促進を図ることでスマートツーリズム実現を図る。

R8年度の事業総括

目標

マーケティングレポートの内容を定期的に見直しを図ることで、市内事業者等が活用しやすい内容へ変えていく。
短期だけではなく中長期の分析を行うことで、厚みのある調査分析に繋げると共に、市内事業者に対しセミナー等を開催する
ことで、マーケティングレポートの活用を促していく。

これまで、文化財課と連携して近代化遺産を中心にVR等の導入を進めてきた。今後は日本遺産関連資産やコンテンツツーリズ
ムなどと連携したXRの事業の検討を行う。

令和７年度にSTLOCALへ掲載したモデルコースやおすすめの観光モデルについて、令和８年度も引き続き情報更新および新
規記事の作成を行う。
今後は、佐世保観光マイスターだけではなく、市内学生等にも取り組みを広めることで、若年層をターゲットとした情報発信を
強化していく。

01≪まちづくり≫



【R8】目標－進捗状況・評価

02【農林水産】デジタル活用による持続可能で魅力ある一次産業の実現

1
担い手の確保・継続・育
成

2
生産性・付加価値の高い
農林業・漁業の実現

3
安心・安定して生産でき
る環境の整備

R8年度の目標（総括）

【農業】スマート機器導入においては、農作業の省力化およびより効率的な農業の推進を図るため、事業活用の周知に努め、農
業のスマート化推進を図る。
【監視装置】テレメータによる赤潮の早期検知システムを継続して運用し、安心安定して生産できる環境整備を引き続き行う。

R8年度の事業総括

目標

【農業】
就農相談は電話や対面での対応が基本だが、新規就農者や農業参入企業のニーズに合わせて、WEB会議によるオンライン相
談を引き続き実施する。

【漁業】
・水産DXに関連する最新機器類、他市の取組事例等の情報収集を引き続き行い、適宜漁協及び漁業者へ周知を図ることで、
漁業者のIoT等の活用について進めていく。同時に会議などで漁協等から聞き取りを行い、ニーズの模索を継続する。
※これまでの事業進捗状況を踏まえると、水産DXについては漁業者の関心度にバラつきがあり、漁法によって活用できるも
のが限定されることから、対象となりそうな【漁協及び漁業者】と【水産DX関連企業】の間に市が入り、漁業者のIoT等の活用
推進を引続き行う。

【鳥獣】
高専で開発したデバイスを現地で検証し、有害鳥獣捕獲に有効という検証結果が出れば、現地使用及び継続検証を引き続き実
施する。

01≪まちづくり≫



【R8】目標－進捗状況・評価

03【子ども・子育て】地域を含めた切れ目のない ​子育て支援

1

簡単で便利な手続によ
る抜け漏れのない支援
の実現

2

地域一体での子育て支
援の実現に向けた先進
技術やデータ利活用に
よる支援強化

R8年度の目標（総括）

○「子育てに関する手続きや相談」・「窓口対応」・「情報発信」等に関し、DXコーディネータとの協議結果を踏まえ、最適な手段・
対応を検討する。

R8年度の事業総括

目標

オンライン申請のさらなる活用で、効率化を目指す。
オンライン申請率の向上に向けて検討する。

①オンライン申請の更なる活用で、効率化を目指す。
②子育て支援の実現に向けた必要なデータの整理や取得方法・関連する規制等については、専門的な知識・ノウハウも必要で
あり検討していきたい。

01≪まちづくり≫



【R8】目標－進捗状況・評価

05【都市整備】高度なデータを活用した ​住みやすいまちの実現 ​

1
人流・交通量解析等によ
る、まちのリアルタイム
情報の把握

2

３Ｄモデル等の活用によ
る都市の見える化と
データに基づくまちづく
りの立案と実践

3

データ一元化による土
地利用活用関連情報の
円滑な情報提供（市民
サービス向上と業務効
率化を両立）

3D都市モデル上に整備したデータを重畳し、公表を進め、民間利用を促すとともに、行政内部における3D都市モデルの幅広
な利活用を図る。

R8年度の事業総括

目標

R6までに取得したGPSデータやAIカメラで取得した人流データを活用しながら策定した夜店公園の整備計画に基づき、設計
及び改修（まちなかウォーカブル推進事業）に取り組む。

なお、R7、８年度においては、夜店公園の改修期間となることから、GPSデータやAIカメラによる人流データ取得は行わな
い。

各種施策における課題解決に向けて、構築した3Ｄ都市モデルの利活用の庁内展開を引き続き図る。

国土交通省WEBサイト「PLATEAU View App」で都市計画関連情報を一元化しており、これを活用した窓口対応を行う。ま
た、これらの情報を公表していることを周知し、窓口対応の負担軽減を図る。

R8年度の目標（総括）

01≪まちづくり≫



【R8】目標－進捗状況・評価

06【土木】デジタル技術を活用した高度かつ効率的な土木インフラ施設の管理による安心・安全な社会基盤の構築

1

ドローン・IoT・​ICTを活
用した​スピーディーかつ
効率的なインフラ情報
の把握

2
AI技術等を活用したイ
ンフラ情報の分析と管
理の高度化

3
インフラ情報のリアルタ
イム発信

「インフラ情報のスピーディーかつ効率的な把握」として、ドローンによる3D測量等や道路モニタリングの運用を行いながら、
機器設置箇所や設定値の妥当性を精査し、より精度の高い情報収集及び提供に努める。また、収集したデータを基にAI技術等
を活用したインフラ情報の分析や管理の高度化について引き続き研究を行う。

R8年度の事業総括

目標

ドローンによる3D測量等の多目的活用を推進するとともに、冠水状況の道路モニタリングや河川モニタリングを行うことで、イ
ンフラ情報のスピーディーかつ効率的な把握を行う。

道路パトロールデータのAI分析を実施する。また、冠水浸水予測システムは、引き続きモニタリングによりデータ蓄積を進め、
職員による冠水予測を行うとともに、令和７年度から開始した官民共同研究による予測システム構築の可能性を検証する。

道路及び河川モニタリングのデータについて、リアルタイム情報発信を継続するとともに、市民への正確な情報発信のため、情
報の精度向上を図る。また、より多くの市民に活用してもらえるようシステムの広報・普及に努める。

R8年度の目標（総括）

01≪まちづくり≫



【R8】目標－進捗状況・評価

07【保健福祉】デジタルを活用した福祉の高度化による ​包括的な支援体制の実現 ​

1
気軽に相談できる窓口
の構築

2

多様な担い手との連携
による市民一人ひとり
の状況に合わせた包括
的支援

オンライン対応手続きの拡大やオンライン対応については、今後も周知を行うとともに、再度業務の洗い出しを行うなど対応可
能な業務の拡大により、市民目線のあるべき窓口の構築を目指す。
包括的支援（重層的支援体制整備事業）の実現に向けて、スマートプロジェクト（RPAやAI-OCR等）の利用拡大を更に推進し、
業務の効率化、職員の負担軽減を図っていく。

R8年度の事業総括

目標

オンライン申請が進まない要因について、分析するとともに、引き続きオンライン申請実施計画に基づき、オンライン対応手続
の拡大を図り、周知を行うとともに、再度業務の洗い出しを行うなど対応可能な業務の拡大に努め、市民サービスの向上を目
指す。

包括的支援（重層的支援体制整備事業）の実現に向けて、スマートプロジェクト（RPAやAI-OCR等）の利用拡大をさらに推進
し、業務の効率化、職員の負担軽減を図る取組みを推進する。

R8年度の目標（総括）

01≪まちづくり≫



【R8】目標－進捗状況・評価

08【防災危機管理】適正・的確なデータを活用した ​危機管理マネジメントの構築

1

関連情報の
リアルタイムな把握と一
元管理

2

市民一人ひとりに合わ
せたタイムリーな情報発
信

R8年度の事業総括

目標

・災害対応時にシステムを使用して気象・防災情報や被害情報など必要なデータの収集・分析を行い、迅速な意思決定や応急対
策を実施する。

災害情報共有システムを使用した一括配信により、システム整備とあわせて構築する市民ポータルサイトやSNS、民間の防災ア
プリ等で避難情報等を迅速に多くの人に配信する。

R8年度の目標（総括）

災害情報共有システムを使用し、災害対応時の情報収集や関連情報の一元把握することで、迅速な意思決定や応急対策を実施
し、市民にも防災情報をタイムリーに配信する。
また、市民の防災意識向上のため、浸水深などをよりリアルに感じられる３Dデータを活用した啓発を実施していく。

01≪まちづくり≫



【R8】目標－進捗状況・評価

01【窓口】行かなくてもよい&待たない窓口

1
市役所に行かなくても
できる手続きの拡大

2
書かない／待たない窓
口の実現

3
相談チャネルの拡充

目標

引き続き、オンラインでできる行政手続きを拡大するとともに、利用を促す広報活動・導線改善等を行うことで利用促進を進め
ていく。

住民記録システム標準化が延伸したことにより、本業務も令和8年度に導入を行う。
次年度以降に予定している他課や支所・行政センター等へのシステムの導入拡大検討のため、稼働実績のモニタリングや効果
的なBPRを行う。

既存システム（ツール）によるオンライン相談については、周知を行うとともに、改めて適応できる業務を洗い出すなどして対応
可能な業務の拡大を目指す。

R8年度の目標（総括）

オンラインで完結できる行政手続きや各種施設の予約、オンライン相談の対応手続き拡充と利便性向上により、行政サービス
をいつでも・どこでも受けられる環境を整備する。
また、対面での申請が必要な手続きやオンライン申請が難しい市民には、窓口予約対応手続き拡充および、新たに導入する「書
かない・待たない窓口」により書類記入を最小限にすることで、待ち時間の短縮や書類への窓口での負担を軽減する。
これらの取り組みにより、オンラインと対面の両方の手段を適切に活用し、市民の利便性を高めるとともに、業務の効率化を推
進し、行政サービスの提供をより効果的に行う。

R8年度の事業総括

02≪行政経営≫



【R8】目標－進捗状況・評価

02【多様化】多様なサービスをもれなく受けられる市役所

1
支払いのキャッシュレス
対応

2
デジタルデバイド対応

3
情報発信の最適化

目標

個別システムから出力する納付書や小規模現金取り扱い窓口（指定管理者を含む）のキャッシュレス化について引き続き対応を
検討するとともに、令和6年度に引き続き、市民アンケートの結果をもとに窓口キャッシュレス決済の認知度向上のための広報
活動に力を入れるとともに、さらなる利用率の向上に向けて他の対策も併せて検討していく。

コミュニティセンターにおいては、令和4年度整備のWi-Fi環境の利用を推進し、社会ニーズも視野に入れたソフト事業の充実
と積極的な取り組みを継続して推進する。

現在行っているＳＮＳ広報による現状や課題を分析し、最適化を図り、情報発信力強化を目指す。

R8年度の目標（総括）

引き続き個別システムから出力する納付書や小規模現金取り扱い窓口のキャッシュレス化を推進し、市民アンケートの結果を活
用して窓口キャッシュレス決済の認知度向上に向けた広報活動に力を入れていく。
高齢者や障がい者等のデジタルデバイド対応として、講習会の内容を改善しつつ継続実施し、デジタル技術の利便性を広く伝
える。
コミュニティセンターに整備したWi-Fi環境を最大限活用し、地域住民がデジタル技術を学び、活用できるソフト事業の充実と
積極的な取り組みを継続して推進する。
また、ＳＮＳ広報による現状や課題を分析することで、情報発信の最適化を図る。

R8年度の事業総括

02≪行政経営≫



【R8】目標－進捗状況・評価

03【高質化】デジタル技術のフル活用による職員の仕事の高質化

1
市民・事業者の意見の効
果的な活用

2
事務作業の削減・省力化

3
様々なデータを活用し
た業務の高度化

目標

広聴システムや車座集会等で寄せられた市民・事業者からの声や意見を施策へ反映させるため、行政経営サイクルの流れに取
り入れる仕組みづくりを行う。

AI-OCR帳票設定を各課にて処理できるよう他市の事例等を活用しながら庁内構築を行い、さらに効率化を図る。
RPAについても引き続き、庁内の効率化を図る為利用拡大に努めていくと同時にAI-OCR同様、各課で作成できるような庁
内構築を検討していく。

長崎県デジタル人材との検討結果に基づき、職員がBIツール等を活用してデータを効果的に利活用できるよう、職員の意識向
上と育成に取り組む。

R8年度の目標（総括）

広聴システムや車座集会等で寄せられた市民・事業者からの声や意見を施策へ反映させるため、行政経営サイクルの流れに取
り入れる仕組みづくりを行う。
AI-OCR・RPAについては、各課で作成・処理できるよう他市の事例等を活用しながら庁内構築を検討し、さらなる効率化を
図る。
また、職員がBIツール等を活用してデータを効果的に利活用できるよう、職員の意識向上と育成に取り組む。

R8年度の事業総括

02≪行政経営≫



【R8】目標－進捗状況・評価

04【職場環境】職員の能力を最大限発揮できる魅力的な職場環境

1
時間・場所にとらわれな
いスマートワーク環境

2
自治体情報システムの
標準・共通化

目標

スマートワーク環境の安定的に運用し、プリンタの配備見直しを進める。

総合行政システム（住民記録・税業務等）の移行延伸に伴い、戸籍及び戸籍附票を除く他の業務システムも含め、令和8年度で
の移行に向け取り組みを進める。

R8年度の目標（総括）

令和７年度にスマートワーク環境を実現するためのネットワークの構築・モバイル端末の全庁導入が完了するため、同環境を安
定的に運用していく。プリンタについては配備見直しを進める。
システム標準化については、戸籍及び戸籍附票を除く他の業務システムも含め、令和8年度での移行に向け取り組みを進める。

R8年度の事業総括

02≪行政経営≫



【R8】  重点課題 KPI の評価

01≪まちづくり≫ 01【 観光 】デジタルマーケティングの強化・スマートツーリズムの実現による体験観光の価値向上

KPI R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 算出式・設定根拠 進捗状況・評価

予
定

5 6 7 8 8

実
績

7 7

予
定

3 5 7 7 7

実
績

13 13

KPI R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 算出式・設定根拠 進捗状況・評価

予
定

10 15 20 20 20 20 20

実
績

10 16 20 25

KPI R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 算出式・設定根拠 進捗状況・評価

予
定

25,000 27,500 30,000 33,000 176,000 184,000 193,000

実
績

55,584 151,246 160,116 151,507

1
データ活用による
戦略策定と観光力
強化

データを活
用した事業
立案数

事業提案の際には事前に市場
調査等を行いデータに基づく
展開を行うこととしている。新
規事業の提案数として5件程
度とした。R6以降は１件ずつ増
加させ、年８件を目指す。

民間事業
者へのオー
プンデータ
提示数

宿泊施設をはじめとする観光
関連事業者に対し、市が提供す
る観光関連データ分析結果の
ダッシュボード数
※　R５は、人流データに関する
旅行者動向に関するダッシュ
ボードを3種類から始める
※　発地、属性、季節性などを
想定

3

最適な観光ルート
提示等による訪れ
たい佐世保市の構
築

観光ルート
のアクセス
数/利用者
数

令和5年度のモデルコースのサ
イト閲覧数が令和４年と比較し
５％増であったため、令和７年
度から令和６年見込みの毎年
5%増を見込む。

2
デジタルプロモー
ションの推進

デジタル化
されたプ
ロモーショ
ン件数

SNSを利用したプロモーション
は現在も 10 本程度実施して
おり、今後はターゲットを細か
く設定して件数を伸ばす。

次年度新規事業実施に向け課題やニー
ズの確認、ターゲット設定の根拠データ
として活用している。
今年度実施事業の成果計測としても各
種データを活用し事業効果を確認する。

マーケティングレポートを市内事業者等
へ引き続き公開並びに、メール配信を行
い、同レポートの周知に努めている。
また、事業者へヒアリングを行うことで
定期的にレポートの内容を見直してい
る。
今後も市内事業者の活用を推進するた
めに、ヒアリングを継続していく。

市内イベントや着地型ツアー、飲食店情
報などをSNSを活用してプロモーショ
ンを行っており、引き続き、ターゲットに
応じた情報発信を行う。

令和７年度は観光マイスターのほか、地
元の学生等にもモデルコース作成に取
組んでもらうことで、若年層向けの情報
発信の強化に繋げる。



【R8】  重点課題 KPI の評価

01≪まちづくり≫ 02【 農林水産 】デジタル活用による持続可能で魅力ある一次産業の実現

KPI R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 算出式・設定根拠 進捗状況・評価

予
定

100% 100% 100% 100%

実
績

100%

KPI R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 算出式・設定根拠 進捗状況・評価

予
定

5 18 28 44 62 82 102

実
績

5 18 22 32

予
定

30 40 40 40 40

実
績

0 0

KPI R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 算出式・設定根拠 進捗状況・評価

予
定

3 3 3

実
績

予
定

1 1 3 3 3 3

実
績

1 1 3

1
担い手の確保・継
続・育成

新規就農
などオンラ
イン・デジ
タルによる
相談対応
率

新規就農者や農業参入企業の
ニーズに合わせて、WEB会議
によるオンライン相談の活用希
望があった場合は可能な限り
対応する。

2
生産性・付加価値の
高い農林業・漁業の
実現

IoT等を活
用した農家
数

これまでの実績及び佐世保市
農畜産物全般を対象としたス
マート化・高品質化支援事業の
計画

IoTを活用
した漁業者
数

漁協聞き取り

3
安心・安定して生産
できる環境の整備

IoTを活用
した鳥獣検
知箇所数

実証実験の結果に基づき設定

IoTを活用
した赤潮検
知箇所数

設置予定台数から算出

R7も引き続きオンライン相談を希望さ
れる新規就農者や農業参入企業等への
対応を見込んでいる。

令和7年度DX推進本部審議結果を踏ま
え、県内十三市水産主管者会議の本市
提案議題の一つとして、各市の水産DX
への取り組み事例について照会し、調査
を行っている。

実証実験の結果が得られていない。

当初３基設置予定だったが、漁協が国の
補正事業を活用することで、合計４基設
置した。

R7は新たに2戸のスマート機器導入を
見込んでいる。



【R8】  重点課題 KPI の評価

01≪まちづくり≫ 03【 子ども・子育て 】地域を含めた切れ目のない 子育て支援

KPI R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 算出式・設定根拠 進捗状況・評価

予
定

16 77 90 90 95 95 95

実
績

19 84 95 100 　 　

予
定

10.0% 20.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

実
績

33.4% 24.0% 46.2% 50.4%

予
定

50.0% 53.0% 57.0% 60.0% 90.0% 90.0% 90.0%

実
績

78.0% 46.2% 45.4% 39.1%

KPI R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 算出式・設定根拠 進捗状況・評価

予
定

1 2 3 3 3 3 3

実
績

1 2 3 3

予
定

50 73 73 73 73

実
績

73 74 　 　

1
簡単で便利な手続
による抜け漏れの
ない支援の実現

オンライン
対応手続
き数

オンライン
申請利用
率

オンラインでの手続き件数／手
続き総件数（佐世保市オンライ
ン申請システムのみ）

プッシュ型
通知登録
数

R６まで
させぼっ子ナビ新規登録者数（年
度ごと）／母子健康手帳新規交付
者数（年度ごと）
R７以降
させぼっ子ナビ新規登録者数（年
度ごと）／母子健康手帳新規（第
一子目）交付者数（年度ごと）

オンライン対応可能な手続き調
査（オンライン申請実施計画）に
基づき設定

2

地域一体での子育
て支援の実現に向
けた先進技術や
データ利活用によ
る支援強化

オンライン
対応相談
窓口数

相談に係る主要3事業におけ
るオンライン対応の計画的な実
施（妊婦相談・訪問指導・乳児
家庭全戸訪問）

オンライン
ネットワー
ク連携施設
数

オンラインネットワーク構築に
係る放課後児童クラブの施設
数

引き続き現在の実施体制を継続する。

引き続き現在の実施体制を継続する。

引き続き現在の実施体制を継続する。

引き続き現在の実施体制を継続する。

引き続き現在の実施体制を継続する。



【R8】  重点課題 KPI の評価

01≪まちづくり≫ 05【 都市整備 】高度なデータを活用した 住みやすいまちの実現

KPI R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 算出式・設定根拠 進捗状況・評価

予
定

100% 100% 100% － － 100%

実
績

100% 100% 100%

KPI R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 算出式・設定根拠 進捗状況・評価

予
定

3 3 3 4 5

実
績

3 3

KPI R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 算出式・設定根拠 進捗状況・評価

予
定

5 6 7 8 9

実
績

5 6

1

人流・交通量解析等
による、まちのリア
ルタイム情報の把
握

リアルタイ
ムで取得す
る情報の
利用率

人流・交通量データの利用率
（リアルタイム情報の把握をす
る際、当該施策検討における
データ活用の必要性と有用性
を必ず確認した上で、取得した
データを活用できたかどうか）

2

３Ｄモデル等の活
用による都市の見
える化とデータに
基づくまちづくり
の立案と実践

事業立案
に利用可
能な３D
データを活
用した事業
数

構築したデータを活用した事業
や政策立案数を２年ごとに着
実に増加させる。

3

データ一元化によ
る土地利用活用関
連情報の円滑な情
報提供（市民サービ
ス向上と業務効率
化を両立）

都市計画
に関する
オープン
データ数

Web上で閲覧できる情報
（オープンデータ）の項目数

計画通りの進捗が図れている。

計画通りの進捗が図れている。

計画通りの進捗が図れている。



【R8】  重点課題 KPI の評価

01≪まちづくり≫ 06【 土木 】デジタル技術を活用した高度かつ効率的な土木インフラ施設の管理による安心・安全な社会基盤の構築

KPI R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 算出式・設定根拠 進捗状況・評価

予
定

11 26 28 30 34 38

実
績

11 26 28

KPI R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 算出式・設定根拠 進捗状況・評価

予
定

1 1 1 1 3 5

実
績

1 1 1

KPI R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 算出式・設定根拠 進捗状況・評価

予
定

2 4 6 8

実
績

8

3
インフラ情報のリア
ルタイム発信

リアルタイ
ム発信チャ
ネル数

道路・河川モニタリング箇所の
データのリアルタイム発信の
チャネル数（ 1 箇所 =1 チャネ
ル）

1

ドローン・IoT ・
ICT を活用した ス
ピーディかつ 効率
的なインフラ情報
の把握

ドローン・
IoT ・
ICT によ
る情報把
握対象の
土木インフ
ラ施設数

ドローンの多目的利用による
情報把握施設数及び道路・河川
モニタリング箇所数等

2

AI技術等を活用し
たインフラ情報の
分析と管理の高度
化

データ分析
対象の土
木インフラ
施設数

冠水・浸水予測システムによる
分析箇所数及び道路パトロー
ルデータの AI 分析施設数

計画通りの進捗が図れている。

計画の通り進捗が図れている。

計画以上の進捗が図れている。



【R8】  重点課題 KPI の評価

01≪まちづくり≫ 07【 保健福祉 】デジタルを活用した福祉の高度化による 包括的な支援体制の実現

KPI R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 算出式・設定根拠 進捗状況・評価

予
定

8 186 256 256 256 256 256

実
績

15 154 251 297

予
定

10% 20% 30% 35% 40% 45% 50%

実
績

5.1% 8.0% 8.7% 15%

予
定

15 15 15 15 15

実
績

10 10

KPI R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 算出式・設定根拠 進捗状況・評価

予
定

85 74 80 85 90 95 100

実
績

85 108 205 141

1
気軽に相談できる
窓口の構築

オンライン
対応手続
き数

オンライン対応可能な手続きの
調査に基づき設定

オンライン
申請利用
率

オンラインでの手続き件数／手
続き総件数（佐世保市オンライ
ン申請システムのみ）

オンライン
対応相談
窓口数

オンライン対応窓口数

2

多様な担い手との
連携による市民一
人ひとりの状況に
合わせた包括的支
援

AI等先進
的なICT
を活用す
る業務数

AI、RPA等の活用により、業務
効率化に取り組んだ業務数を
設定

対応可能なものから順次実施している。
今後も手続きのオンライン化を進めてい
く。

対応可能なものから順次実施し、窓口等
で周知をしているものの目標値を下
回っている。

対応可能なものから順次実施している。
今後も周知を行うとともに、再度業務の
洗い出しを行うなど対応可能な業務の
拡大に努めていく。

議事録ＡＩ利用実績が大きく伸び、目標
を上回っている。



【R8】  重点課題 KPI の評価

01≪まちづくり≫ 08【 防災危機管理 】適正・的確なデータを活用した 危機管理マネジメントの構築

KPI R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 算出式・設定根拠 進捗状況・評価

予
定

100% 100% 100% 100% 100%

実
績

100% 100%

KPI R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 算出式・設定根拠 進捗状況・評価

予
定

10 11 11 11 11 11 11

実
績

10 11 11 11

1
関連情報のリアル
タイムな把握と一
元管理

情報集約
対象のシス
テム化率

集約対象となる防災関連情報
のシステム入力率

2
市民一人ひとりに
合わせたタイムリー
な情報発信

情報発信
チャネル数

市民及び旅行者、外国人向け
情報発信チャネル数

災害時の被害情報や気象情報、避難者
数など必要な情報をすべてシステムで
集約できた

防災ポータルにより、避難情報や避難所
情報を一つの画面で把握ができるよう
になり、16言語で発信できるように
なった



【R8】  重点課題 KPI の評価

02≪行政経営≫ 01【 窓口 】行かなくてもよい待たない窓口

KPI R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 算出式・設定根拠 進捗状況・評価

予
定

134 510 1,020 1,040 1,060 1,080 1,100

実
績

134 521 1,021 1,139

予
定

10% 20% 30% 35% 40% 45% 50%

実
績

18.0% 6.6% 6.8% 9.4%

KPI R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 算出式・設定根拠 進捗状況・評価

予
定

7 7

実
績

予
定

100% 100%

実
績

KPI R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 算出式・設定根拠 進捗状況・評価

予
定

19 19 19 19 19

実
績

14 14

予
定

2 4 4 4 4

実
績

4 11

2
書かない／待たな
い窓口の実現

申請書作
成支援対
応手続き
数

下記７申請書を対象とする
・住民票の写し等交付請求書、・印鑑登録証明請求書
・させぼ市民カード（印鑑登録証）等申請（届出）書、・住民
異動届、・通知カード紛失届/個人番号カード紛失・廃止
届、・個人番号カード・電子証明書の暗証番号変更・初期
化申請書、・個人番号カード交付申請書 兼 電子証明書
発行/更新申請書

申請書作
成支援対
応手続き
利用率

上記申請書はすべて利用

3
相談チャネルの拡
充

オンライン
相談対応
業務数

オンライン相談ができる窓口数

窓口予約
対応手続
き数

窓口予約対応手続き数
（令和5年度より実装、順次拡
大）

オンライン
申請利用
率

オンラインでの手続き件数／手
続き総件数（佐世保市オンライ
ン申請システムのみ）

1
市役所に行かなく
てもできる手続き
の拡大

オンライン
対応手続
き数

オンライン対応可能な手続きの
調査に基づき設定

計画通りの進捗が図れている。

申請利用率が横ばいとなっているため、
広報活動・導線改善等により申請率向上
に向けた取り組みをしていく。

令和8年1月の書かない窓口システム
（窓口DXSaaS）の本稼働に向け、事業
者とシステムの構築を進めていたが、総
合行政システムの標準化延伸に伴い本
システムの本稼働開始も延伸する。可能
な限り構築を進める。

令和8年1月の書かない窓口システム
（窓口DXSaaS）の本稼働に向け、事業
者とシステムの構築を進めていたが、総
合行政システムの標準化延伸に伴い本
システムの本稼働開始も延伸する。可能
な限り構築を進める。

対応可能な業務を順次実施したが、業
務内容によっては対応難しく目標未達。

計画以上の進捗が図れている。



【R8】  重点課題 KPI の評価

02≪行政経営≫ 02【 多様化 】多様なサービスをもれなく受けられる市役所

KPI R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 算出式・設定根拠 進捗状況・評価

予
定

5% 6% 7% 8% 9% 10%

実
績

3.9% 4% 5.7%

予
定

20% 25% 30% 35% 40% 45%

実
績

10.2% 12% 15.2%

KPI R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 算出式・設定根拠 進捗状況・評価

予
定

4 4 4 4 243 243 243

実
績

4 4 133 249

予
定

21 27 27 27 27 27 27

実
績

30 48 45 31

KPI R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 算出式・設定根拠 進捗状況・評価

予
定

3,920,000 4,272,800 4,625,600 4,939,200 5,252,800 5,566,400 5,880,000

実
績

3,944,938 4,077,432 4,051,623 3,770,178 KPI変更

予
定

87% 92%

実
績

広報広聴ア
ンケートの
広報満足
度向上

広報広聴に関するWEBアン
ケートの調査結果

－

3 情報発信の最適化

市ホーム
ページのア
クセス数

市ホームページのアクセス数
（利用数＝セッション数）

2
デジタルデバイド対
応

情報発信
における
対応言語
数

佐世保市の外国人市民の主要言語数
（英語、中国語（繁体・簡体）、韓国語、
ベトナム語、フィリピン語）
（「令和元年度佐世保市外国人市民ア
ンケート報告書」より）

デジタル活
用セミナー
実施回数

市が行うデジタル活用セミナー
の回数

支払いのキャッシュ
レス対応

1

キャッシュ
レス決済利
用率（窓
口）

キャッシュレス決済利用金額／
全決済金額（キャッシュレス決
済対応済手続きのみ）

キャッシュ
レス決済利
用率（財務
システム）

キャッシュレス決済利用金額／
全決済金額（キャッシュレス決
済対応済手続きのみ）

引き続きチラシ同封による周知を実施
しており、利用率の向上に努めている。

引き続き広報等による周知を実施して
いるが、目標値を下回っている。

デジタル版広報させぼのサービス提供に
よって、広報紙については「10言語」に対応。
令和6年3月に外国語自動翻訳サービスを
Google翻訳へ切り替えたことによって、対
応言語数を4言語から133言語へ拡充。さら
にGoogle側の対応言語数拡張に伴い、24
９言語に拡充し継続中。

計画以上の進捗が図れている。

令和４年度以降、市ホームページのアクセス
数は減少している。令和７年度は「知りたい
情報にたどり着ける、知りたい情報が分かり
やすい」ホームページを目指し、リニューアル
を実施。HPのリニューアルに合わせてAI自
然文検索機能を追加し、サイト内における検
索性を高めるなど、利用者の利便性向上を
図る。また、イベント情報の発信を強化する
ためAIイベント情報集約サイトを令和7年10
月からサービス提供を開始。



【R8】  重点課題 KPI の評価

02≪行政経営≫ 03【 高質化 】デジタル技術のフル活用による職員の仕事の高質化

KPI R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 算出式・設定根拠 進捗状況・評価

予
定

100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%

実
績

80.2% 83.6% 82.5% 83.0%

KPI R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 算出式・設定根拠 進捗状況・評価

予
定

2,500.0 2,800.0 3,000.0 3,200.0 3,400.0 3,600.0 3,800.0

実
績

7,055.8 5,273.2 7,089.34 7,481.53

予
定

100% 100% 100% 100% 100% 100%

実
績

100% 100% 100%

KPI R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 算出式・設定根拠 進捗状況・評価

予
定

6 12 18 24 30

実
績

6 16

3
様々なデータを活
用した業務の高度
化

データの見
える化対
応業務数

Power BIによるダッシュボー
ド作成：６件／年

2
事務作業の削減・省
力化

RPA等に
よる削減
効果時間

広聴システ
ムでの満
足度

広聴システムからの回答につい
ての大変満足・満足の割合（ア
ンケート等による）

電子決裁
率

決裁の基本ルールとして100
％電子決裁とするため（例外は
除く）

(RPA1件における平均効率化
時間 50h × 利用件数 音声文
字起こし AI の年間効率化時
間 1,200h)

市民・事業者の意見
の効果的な活用

1

計画通りの進捗が図れている。

現システムにおける市民の声への対応
満足度はほぼ横ばいである。
広聴システムや車座集会等で寄せられ
た市民・事業者からの声や意見を施策へ
反映させる仕組みづくりを検討中。

例年通りの効率化が図れてはいるが標
準化システムRPAの移行、前年度の残
債案件等の進捗の遅れでスマートプロ
ジェクトの新規案件の受付ができていな
い。スマートプロジェクトのやり方も含め
てBPRの要素も取込ながら最適化を検
討中。

例年どおり、今年度も計画通りの進捗が
図れている。



【R8】  重点課題 KPI の評価

02≪行政経営≫ 04【 職場環境 】職員の能力を最大限発揮できる魅力的な職場環境

KPI R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 算出式・設定根拠 進捗状況・評価

予
定

50.0% 55.0% 60.0% 80.0% 90.0% 100.0% 100.0%

実
績

60.3% 84.4% 92.6% 94.4%

予
定

1 100.0% 85.0% 85.0% 65.0% 45.0% 30.0%

実
績

100.0% 95.1% 81.7% 80.8%

KPI R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 算出式・設定根拠 進捗状況・評価

予
定

2 20 20

実
績

2
自治体情報システ
ムの標準・共通化

標準化対
応業務数

国の自治体システム標準化に
関する方針に基づき設定（標準
化した業務数）

1
時間・場所にとらわ
れないスマート
ワーク環境

オンライン
コミュニ
ケーション
の利用率

オンラインコミュニケーション利
用職員数／利用可能職員数

ペーパーレ
ス度（令和
3年度印刷
枚数量と
の比較）

各年度のA4用紙購入枚数／
令和3年度のA4用紙購入枚数

計画よりも進捗が図れている。

計画通りの進捗が図れている。

総合行政システム（住民記録・税業務等）
の移行延伸に伴い、戸籍及び戸籍附票
を除く他の業務システムも含め、令和8
年度での移行に向け取り組みを進める。
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構築 運用 検討

分野 分類 主体部局 DX重点課題 課題 ステップ プロジェクト リーディング

名称 名称 PID 名称 概要
項目

R3 R3実績 R4 R4実績 R5 R5実績 R6 R6実績 R7 R7実績 R8 R8実績 R9 R9実績 R4 R5 R6 R7 R8 R9

まちづくり 観光 観光商工部

デジタルマーケ
ティングの強
化・スマートツー
リズムの実現に
よる体験観光の
価値向上

データ活用に
よる戦略策定
と観光力強化

政策検討に
必要なデー
タの取得・分
析 観光1-1-4

コンベンション協会業務デ
ジタル化等事業

データ分析のためのタブレッ
ト端末やクラウド環境、モバイ
ルルーターの整備を実施しま
す。

業務観
光整備
件数

1 1 1 1 1 1 1 1 1 ○ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

まちづくり 観光 観光商工部

デジタルマーケ
ティングの強
化・スマートツー
リズムの実現に
よる体験観光の
価値向上

データ活用に
よる戦略策定
と観光力強化

政策検討に
必要なデー
タの取得・分
析 観光1-1-6

人流データを活用した行
動分析

位置情報のビッグデータをも
とに、観光客の行動を分析し、
観光キャンペーンやルートの
立案などを実施します。

○

データマ
イニング
件数

1 2 3 5 5 7 5 5 5 ○ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

まちづくり 観光 観光商工部

デジタルマーケ
ティングの強
化・スマートツー
リズムの実現に
よる体験観光の
価値向上

データ活用に
よる戦略策定
と観光力強化

政策検討に
必要なデー
タの取得・分
析 観光1-1-7

SNSデータのAI分析によ
る観光計画

SNS上の観光客のリアルな声
を把握・分析し、観光コンテン
ツの評価や計画立案を実施し
ます。

○

データマ
イニング
件数

3 5 5 7 5 5 5 ○ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

まちづくり 観光 観光商工部

デジタルマーケ
ティングの強
化・スマートツー
リズムの実現に
よる体験観光の
価値向上

データ活用に
よる戦略策定
と観光力強化

データに基
づいた戦略
の策定

観光1-2-1

データ共有プラットフォー
ム

観光に関する様々なデータを
集約し、一元的な管理を実現
します。

ダッシュ
ボードの
作成件
数 6 13 12 13 18 24 30 ○ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

まちづくり 観光 観光商工部

デジタルマーケ
ティングの強
化・スマートツー
リズムの実現に
よる体験観光の
価値向上

データ活用に
よる戦略策定
と観光力強化

データに基
づいた戦略
の策定

観光1-2-2

データ分析による需要予
測

データ共有プラットフォーム上
のデータを分析し、観光に関
する需要予測を実現します。

データ
活用に
よる事
業立案
数

5 5 6 7 7 8 8 … ○ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

まちづくり 観光 観光商工部

デジタルマーケ
ティングの強
化・スマートツー
リズムの実現に
よる体験観光の
価値向上

データ活用に
よる戦略策定
と観光力強化

事業者と連
携した地域
の観光力強
化

観光1-3-1

事業者等との情報共有
（データ共有プラットフォー
ムと同様）

データ共有プラットフォーム上
にデータ連携機能を設けるこ
とで、事業者との情報共有を
実現します。

民間事
業者へ
のオー
プン
データ
提示数

3 5 5 12 7 7 7 … ○ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

まちづくり 観光 観光商工部

デジタルマーケ
ティングの強
化・スマートツー
リズムの実現に
よる体験観光の
価値向上

デジタルプロ
モーションの
推進

既存素材の
デジタル化
によるプロ
モーション
強化

観光2-1-2

デジタルパンフレット スマホやタブレットを活用した
観光情報の収集ニーズに対応
し、デジタルパンフレットの制
作を実施します。

閲覧回
数

1,850 - 8,870 - 10,600 444 12,800 15,400 18,500 ○ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

まちづくり 観光 観光商工部

デジタルマーケ
ティングの強
化・スマートツー
リズムの実現に
よる体験観光の
価値向上

デジタルプロ
モーションの
推進

既存素材の
デジタル化
によるプロ
モーション
強化

観光2-1-3

プロモーション動画を起点
とした呼び込み

プロモーション動画を広告配
信し、ホームページに誘導する
ことで、観光地としての認知
の向上を図ります。

ホーム
ページ
への遷
移数（/
年）

3,920 150 4,273 702 4,626 2,088 4,939 1,379 5,253 5,566 5,880 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

活動指標

【凡例】

実施年度
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構築 運用 検討

分野 分類 主体部局 DX重点課題 課題 ステップ プロジェクト リーディング

名称 名称 PID 名称 概要
項目

R3 R3実績 R4 R4実績 R5 R5実績 R6 R6実績 R7 R7実績 R8 R8実績 R9 R9実績 R4 R5 R6 R7 R8 R9

活動指標

【凡例】

実施年度

まちづくり 観光 観光商工部

デジタルマーケ
ティングの強
化・スマートツー
リズムの実現に
よる体験観光の
価値向上

デジタルプロ
モーションの
推進

既存素材の
デジタル化
によるプロ
モーション
強化 観光2-1-4

デジタルマップの活用 観光マップをデジタル化する
ことで、観光客が現在地や観
光スポットをスマホで確認し
ながら周遊することを実現し
ます。

観光
ルートの
アクセス
/利用者
数 25,000 55,584 27,500 151,246 30,000 160,116 33,000 151,507 176,000 184,000 193,000 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

まちづくり 観光 観光商工部

デジタルマーケ
ティングの強
化・スマートツー
リズムの実現に
よる体験観光の
価値向上

デジタルプロ
モーションの
推進

既存素材の
デジタル化
によるプロ
モーション
強化

観光2-1-5

各種商品券の電子化 各種商品券を電子で発行する
ことにより発行・管理業務の
負荷やコストを軽減しながら、
加盟店や利用者の拡大を実現
します。

アプリダ
ウンロー
ド数

15,000 46,061 19,500 58,219 25,400 33,000 42,900 … ○ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

まちづくり 観光 観光商工部

デジタルマーケ
ティングの強
化・スマートツー
リズムの実現に
よる体験観光の
価値向上

最適な観光
ルート提示等
による訪れた
い佐世保市の
構築

メタ観光
ニーズへの
対応

観光3-a-2-1

AIを活用したメタ観光
ルートの提供

AIの活用により、観光客の嗜
好や希望条件に合わせた観光
プランを提供し、多層的な観
光体験（メタ観光）の提供を実
現します。 ○

モデル
コース
データ
ベース

30 32 60 90 90 … … ○ ⇒ ⇒ ⇒

まちづくり 観光 観光商工部

デジタルマーケ
ティングの強
化・スマートツー
リズムの実現に
よる体験観光の
価値向上

最適な観光
ルート提示等
による訪れた
い佐世保市の
構築

周遊観光の
促進・最適
な移動手段
情報の提供 観光3-b-2-1

周遊観光促進のための一
元的な移動手段情報の提
供

位置情報から目的地までの最
適なルートを導出し、各種交
通・観光チケットの購入、決済
までをスマホアプリ上でシー
ムレスに実施できる環境を実
現します。

モデル
コース
データ
ベース

30 32 60 90 90 ○ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

まちづくり 観光 観光商工部

デジタルマーケ
ティングの強
化・スマートツー
リズムの実現に
よる体験観光の
価値向上

データ活用に
よる戦略策定
と観光力強化

政策検討に
必要なデー
タの取得・分
析 観光1-2-3

旅行客オンライン購買デー
タ解析による未来予測

プロモーション実施後、実際に
着地に至ったかの検証を実
施。基礎的データとしてオンラ
インでの宿泊予約状況、フライ
ト予約情報などの推測値をも
とに先行指標の計測も実施す
る。

データマ
イニング
件数

1 1 3 5 7 ○ ⇒ ⇒ ⇒

まちづくり 農林水産 農林水産部

デジタル活用に
よる持続可能で
魅力ある一次産
業の実現

生産性・付加
価値の高い農
林業・漁業の
実現

スマート農
林業の促進

農水2-a-1/2-1

IoTを活用したスマート畜
産

牛の発情兆候をIoTセンサで
スマート化し、生産者グループ
また関係機関でデータ共有し
生産性の向上を図ります。

活用率

2 0 4 6 9 … … ○ ⇒ ⇒ ⇒

まちづくり 農林水産 農林水産部

デジタル活用に
よる持続可能で
魅力ある一次産
業の実現

生産性・付加
価値の高い農
林業・漁業の
実現

スマート農
林業の促進

農水2-a-1/2-2

農畜産業スマート化・高品
質化支援事業補助金（ス
マート化支援）

IoT機器により生育のコント
ロールを行うことで適切な生
育環境を作り出し単収の向上
を図ります。

IoTを
活用し
た農家
数 5 5 18 18 28 22 44 32 62 82 102 ○ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

まちづくり 農林水産 農林水産部

デジタル活用に
よる持続可能で
魅力ある一次産
業の実現

生産性・付加
価値の高い農
林業・漁業の
実現

スマート水
産業の促進

農水2-b-1/2-1

IoTを駆使した給餌管理 IoTを活用し、遠隔から水槽
の水温等の管理や給餌量の確
認、異常の検知を実施します。

活用拠
点数

1 3 3 3 3 9 12 ○ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

まちづくり 農林水産 農林水産部

デジタル活用に
よる持続可能で
魅力ある一次産
業の実現

生産性・付加
価値の高い農
林業・漁業の
実現

スマート水
産業の促進

農水2-b-1/2-2

AI活用による漁獲量向上 ベテラン漁業者の経験や技
術、勘をデータ化し、蓄積・活
用することで、常に最適な漁
場に関する情報提供を実現し
ます。

活用拠
点数

3 0 3 0 3 3 3 … ○ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

まちづくり 農林水産 農林水産部

デジタル活用に
よる持続可能で
魅力ある一次産
業の実現

生産性・付加
価値の高い農
林業・漁業の
実現

スマート水
産業の促進

農水2-b-1/2-3

データ活用による漁獲量
予測

海洋データや気象データ等を
一元的に集約・活用すること
で、常に最適な漁場に関する
情報提供が可能になり、漁獲
高等の事前予測を行います。

活用拠
点数

3 0 3 0 3 3 3 … ○ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

まちづくり 農林水産 農林水産部

デジタル活用に
よる持続可能で
魅力ある一次産
業の実現

生産性・付加
価値の高い農
林業・漁業の
実現

新たな販路
の拡大

農水2-b-1/2-2

オンラインによる直売 オンライン上で生産者が農水
産物を消費者に直接販売でき
るサービスを実現します。

参加者
数

14 15 15 16 17 ○ ⇒ ⇒ ⇒
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構築 運用 検討

分野 分類 主体部局 DX重点課題 課題 ステップ プロジェクト リーディング

名称 名称 PID 名称 概要
項目

R3 R3実績 R4 R4実績 R5 R5実績 R6 R6実績 R7 R7実績 R8 R8実績 R9 R9実績 R4 R5 R6 R7 R8 R9

活動指標

【凡例】

実施年度

まちづくり 農林水産 農林水産部

デジタル活用に
よる持続可能で
魅力ある一次産
業の実現

安心・安定し
て生産できる
環境の整備

鳥獣/赤潮
被害の軽減

農水3-1-1

有害鳥獣被害防止対策 害獣をセンサーで検知し、基
地局・中継局を通じて利用者
等にメール等で通知すること
を実現します。

○

研究開
発に係
る協議
回数（/
年） 5 5 10 5 10 10 10 10 10 10 10 ○ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

まちづくり 農林水産 農林水産部

デジタル活用に
よる持続可能で
魅力ある一次産
業の実現

安心・安定し
て生産できる
環境の整備

鳥獣/赤潮
被害の軽減

農水3-a-1/2-2

赤潮監視対策事業 テレメーターによりセンシング
及び採水を行い、AIにて分析
を行うことで、赤潮発生の予
兆を検知し、利用者へメール
などで通知することを実現し
ます。

○

赤潮監
視装置
の拠点
数 1 1 1 1 3 3 3 3 3 ○ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

まちづくり 子ども・子育て 子ども未来部

地域を含めた切
れ目のない子育
て支援

簡単で便利な
手続による抜
け漏れのない
支援の実現

子育て手続
きのオンラ
イン化によ
る市民サー
ビスの向上 子ども1-a-1-1

オンライン対応可能な手続
申請

オンラインで申請で実施でき
る申請を拡充します。

手続き
数

16 19 77 84 90 95 90 100 95 95 95 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

まちづくり 子ども・子育て 子ども未来部

地域を含めた切
れ目のない子育
て支援

簡単で便利な
手続による抜
け漏れのない
支援の実現

子育てに関
する情報発
信の強化

子ども1-b-1-1

プッシュ型通知（子育て応
援アプリなど）の拡充

市が保有するデータを活用
し、子育て世帯向けに子育て
に関する情報や必要な手続き
などをプッシュ通知でのお知
らせを実施します。

○

新規登録率
R７以降
させぼっ子
ナビ新規登
録者数（年
度ごと）／
母子健康手
帳新規（第
一子目）交
付者数（年
度ごと）

50.0% 78.0% 53.0% 46.2% 57.0% 45.4% 60.0% 39.1% 90.0% 90.0% 90.0% ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

まちづくり 子ども・子育て 子ども未来部

地域を含めた切
れ目のない子育
て支援

簡単で便利な
手続による抜
け漏れのない
支援の実現

子育てに関す
る
手続きのワン
ストップ化や
情報発信との
連携強化

子ども1-2-1

オンライン申請利用率の向
上

妊娠、出産、育児等に係る申
請等についてマイナポータル
等を活用し、オンラインによる
申請手続き率を向上します。

申請利
用率

10.0% 12.1% 20.0% 14.0% 30.0% 29.9% 35.0% 50.4% 40.0% 45.0% 50.0% ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

まちづくり 子ども・子育て 子ども未来部

地域を含めた切
れ目のない子育
て支援

地域一体での
子育て支援の
実現に向けた
先進技術や
データ利活用に
よる支援強化

新たな技術
を活用した
子育て支援
の推進

子ども2-1-2

オンライン相談（母子健康
手帳交付、訪問相談など）

母子健康手帳交付、訪問相談
などの相談をオンラインで対
応可能な環境を実現します。

相談対
応事業
数

1 1 2 2 3 3 3 3 3 3 3 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

まちづくり 子ども・子育て 子ども未来部

地域を含めた切
れ目のない子育
て支援

地域一体での
子育て支援の
実現に向けた
先進技術や
データ利活用に
よる支援強化

新たな技術
を活用した
子育て支援
の推進

子ども2-1-3

地域子ども・子育て支援に
おけるオンラインネット
ワーク化による連携

地域の子育て関連機関とのや
りとりや資料共有などオンラ
インで対応可能な環境を実現
します。

○

連携施
設数

50 73 73 74 73 73 　 73 … ○ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

まちづくり 教育 教育委員会

一人ひとりの児
童に合わせたよ
りよい教育の提
供にむけた環境
構築

児童生徒が新
しい時代を生
き抜く創造性
や社会性を育
成できる環境
の構築

モラル教育
及びセキュ
リティの充
実

教育1-a-1-1

フィルタリングソフトの導
入

児童生徒をインターネットトラ
ブルや有害サイトから守り、安
心してITを利用できる環境を
実現します。

ソフト導
入率

100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% ○ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
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構築 運用 検討

分野 分類 主体部局 DX重点課題 課題 ステップ プロジェクト リーディング

名称 名称 PID 名称 概要
項目

R3 R3実績 R4 R4実績 R5 R5実績 R6 R6実績 R7 R7実績 R8 R8実績 R9 R9実績 R4 R5 R6 R7 R8 R9

活動指標

【凡例】

実施年度

まちづくり 教育 教育委員会

一人ひとりの児
童に合わせたよ
りよい教育の提
供にむけた環境
構築

児童生徒が新
しい時代を生
き抜く創造性
や社会性を育
成できる環境
の構築

教員の学び
の知見の共
有化

教育1-b-1/2-1

学校教育ネットワーク強靭
化事業

通信環境の強化により、児童
生徒が快適にITを利用できる
環境を実現します。

ハード・
ソフト導
入率

100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% ○ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

まちづくり 教育 教育委員会

一人ひとりの児
童に合わせたよ
りよい教育の提
供にむけた環境
構築

児童生徒が新
しい時代を生
き抜く創造性
や社会性を育
成できる環境
の構築

個別に最適
化された学
びの実現

教育1-c-1

AIドリルの導入 児童生徒の解答をAIが分析
し、次に取り組むべき問題を
自動で出題するなど、個々の
習熟度に応じた学習を実施し
ます。

導入学
校数

100% 100% 100% ○ ⇒ ⇒

まちづくり 教育 教育委員会

一人ひとりの児
童に合わせたよ
りよい教育の提
供にむけた環境
構築

校務の効率化
による
注力すべき業
務へのシフト

校務の効率
化支援

教育2-1-1

統合型校務支援システム
の導入

統合型校務支援システムの導
入により校務の効率化を実現
します。

システム
導入率

100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% ○ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

まちづくり 教育 教育委員会

一人ひとりの児
童に合わせたよ
りよい教育の提
供にむけた環境
構築

保護者等との
コミュニケー
ション円滑化
による学校・
家庭協働での
支援体制強化

保護者との
コミュニケー
ションの基
盤の整備

教育3-1-1

学校・家庭間連絡システム
の導入

学校から保護者への連絡や保
護者から学校への連絡をシス
テム化します。

○

活用学
校数

0% 50% 70% 100% 100% 100% 100% 100% 100% ○ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

まちづくり 都市整備 都市整備部

高度なデータを
活用した ​住みや
すいまちの実現

人流・交通量
解析等によ
る、まちのリア
ルタイム情報
の把握

まちづくり
計画に必要
となる人流
情報の把握

都市1-1-1

（まちなかウォーカブル推
進、データ使用料）人流
データの把握

携帯電話のローミング情報を
もとに国内居住者や訪日外国
人の人口分布や動態の把握を
図ります。

取得
データ
種別数

1 2 2 2 0 0 2 ○ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

まちづくり 都市整備 都市整備部

高度なデータを
活用した ​住みや
すいまちの実現

人流・交通量
解析等によ
る、まちのリア
ルタイム情報
の把握

まちづくり
計画に必要
となる施設
情報の把握

都市1-1-4

空き家推定ツール開発共
同研究事業

空き家の状況把握や定期的な
実態確認を実施します。

確認建
物数%

㈱ゼン
リンと
の協議
継続中

㈱ゼン
リンと
の協議
継続中

100%

㈱ゼン
リンと
の協議
継続中

100% 100% 100% … ○ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

まちづくり 都市整備 都市整備部

高度なデータを
活用した ​住みや
すいまちの実現

人流・交通量
解析等によ
る、まちのリア
ルタイム情報
の把握

SNSを活用
した公共施
設の情報取
得と解析

都市1-2-2

SNSを活用した公園管理 SNSにより、公園の遊具や植
物の状況（老朽状態や育成状
況など）について市民からの
情報取得を実施します。

導入公
園率
（％）

100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% ○ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

まちづくり 都市整備 都市整備部

高度なデータを
活用した ​住みや
すいまちの実現

3Dモデル等
の活用による
都市の見える
化とデータに
基づくまちづ
くりの立案と
実践

3D都市モ
デルの活用

都市2-1/2/3-1

3D都市モデル構築業務 建物の高さや構造種別などを
立体的に把握し、3Dでの都市
の状況表示を実現します。

○

市民対
応での
活用率

0% 0% 14.0% 14.0% 28.0% 33.0% 42.0% 56.0% 70.0% ○ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
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構築 運用 検討

分野 分類 主体部局 DX重点課題 課題 ステップ プロジェクト リーディング

名称 名称 PID 名称 概要
項目

R3 R3実績 R4 R4実績 R5 R5実績 R6 R6実績 R7 R7実績 R8 R8実績 R9 R9実績 R4 R5 R6 R7 R8 R9

活動指標

【凡例】

実施年度

まちづくり 都市整備 都市整備部

高度なデータを
活用した ​住みや
すいまちの実現

3Dモデル等
の活用による
都市の見える
化とデータに
基づくまちづ
くりの立案と
実践

３D都市モ
デルを活用
した計画策
定の高度化

都市2-2-1

3Dデータを活用したまち
づくり計画の高度化

3D都市モデルを作成するこ
とで、災害リスクの検討や人
流・物流のシミュレーションを
行い、より高度な居住計画に
資する情報の分析を実現しま
す。

ダッシュ
ボードの
作成件
数

6 6 6 6 6 9 12 ○ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

まちづくり 都市整備 都市整備部

高度なデータを
活用した ​住みや
すいまちの実現

データ一元化
による土地利
活用関連情報
の円滑な情報
提供
（市民サービ
ス向上と業務
効率化を両
立）

まちづくり
計画に必要
なデータの
一元管理

都市3-1-1

データ共有プラットフォー
ム

都市整備に関する様々なデー
タを集約し、一元的な管理を
実現します。

統合す
るデータ
種別数

5 5 6 6 7 8 9 … ○ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

まちづくり 土木 土木部

デジタル技術を
活用した高度か
つ効率的な土木
インフラ施設の
管理による安
心・安全な社会
基盤の構築

ドローン・
IoT・ ​ICTを活
用したスピー
ディーかつ効
率的な ​インフ
ラ情報の把握 ​

ドローンの
3D測量等​
多目的活用
の実施

土木1-a-1/2/3-1

ドローンの多目的活用の
推進

インフラ施設や災害現場の全
体像の把握や写真・動画の撮
影、関係部署との共有、市民
への情報発信などドローンの
多目的活用を実施します。

ドローン
多目的
利用数

3 3 4 4 5 5 6 8 10 ○ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

まちづくり 土木 土木部

デジタル技術を
活用した高度か
つ効率的な土木
インフラ施設の
管理による安
心・安全な社会
基盤の構築

ドローン・
IoT・ ​ICTを活
用したスピー
ディーかつ効
率的な ​インフ
ラ情報の把握 ​

モニタリン
グ(カメラ・
センサ)によ
る道路・河
川等の情報
把握及び​
ICTを活用
した情報収
集

土木1-b-1/2-1

道路冠水状況モニタリング
システム

モンタリング（カメラ・セン
サー）により、市道等の冠水状
況の把握を行います。また、冠
水浸水予測システム構築に向
けたデータ収集を実施しま
す。

○

モニタリ
ング箇
所数

9 9 9 9 9 9 9 … ○ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

まちづくり 土木 土木部

デジタル技術を
活用した高度か
つ効率的な土木
インフラ施設の
管理による安
心・安全な社会
基盤の構築

ドローン・
IoT・ ​ICTを活
用したスピー
ディーかつ効
率的な ​インフ
ラ情報の把握 ​

モニタリン
グ(カメラ・
センサ)によ
る道路・河
川等の情報
把握及び​
ICTを活用
した情報収
集

土木1-b-1/2-2

河川モニタリングシステム ライブカメラやセンサー等に
より、リアルタイムな河川の状
況把握を実施します。

○

モニタリ
ング箇
所数

4 4 8 8 8 8 8 8 8 ○ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
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構築 運用 検討

分野 分類 主体部局 DX重点課題 課題 ステップ プロジェクト リーディング

名称 名称 PID 名称 概要
項目

R3 R3実績 R4 R4実績 R5 R5実績 R6 R6実績 R7 R7実績 R8 R8実績 R9 R9実績 R4 R5 R6 R7 R8 R9

活動指標

【凡例】

実施年度

まちづくり 土木 土木部

デジタル技術を
活用した高度か
つ効率的な土木
インフラ施設の
管理による安
心・安全な社会
基盤の構築

ドローン・
IoT・ ​ICTを活
用したスピー
ディーかつ効
率的な ​インフ
ラ情報の把握 ​

モニタリン
グ(カメラ・
センサ)によ
る道路・河
川等の情報
把握及び​
ICTを活用
した情報収
集

土木1-b-1/2-3

ウェアラブルカメラの活用 ウェアラブルカメラを活用し、
現場と本庁で画像、映像を共
有し、本庁側での現場のリア
ルタイムな状況確認を実現し
ます。

ウェアラ
ブルカ
メラ利
用時間
(h)

200 50 280 260 360 50 440 520 600 ○ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

まちづくり 土木 土木部

デジタル技術を
活用した高度か
つ効率的な土木
インフラ施設の
管理による安
心・安全な社会
基盤の構築

ドローン・
IoT・ ​ICTを活
用したスピー
ディーかつ効
率的な ​インフ
ラ情報の把握 ​

モニタリン
グ(カメラ・
センサ)によ
る道路・河
川等の情報
把握及び​
ICTを活用
した情報収
集

土木1-b-1/2-4

（道路パトロールの動画活
用システム及びAI分析シ
ステム）道路パトロールの
動画活用システム

道路パトロールのICT化デー
タ（路面評価）と、動画データ
とのダブルチェックによる損
傷確認や、路面以外の道路周
辺の映像確認等を実施しま
す。

○

道路パト
ロール
利用率

75.0% 75.0% 77.5% 77.5% 80.0% 80.0% 82.5% 85.0% 90.0% ○ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

まちづくり 土木 土木部

デジタル技術を
活用した高度か
つ効率的な土木
インフラ施設の
管理による安
心・安全な社会
基盤の構築

AI技術等を活
用した ​インフ
ラ情報の分析
と管理の高度
化

モニタリン
グやICT等
により収集
した ​インフラ
情報のAI技
術等による
分析

土木2-1-1

冠水・浸水予測システム 道路・河川モニタリングシステ
ムによって集積されたデータ
をAI技術等により分析し、水
位予測モデルの作成を実施し
ます。

○

冠水・浸
水箇所
の分析
箇所数

2 4 … … … … ○ ⇒

まちづくり 土木 土木部

デジタル技術を
活用した高度か
つ効率的な土木
インフラ施設の
管理による安
心・安全な社会
基盤の構築

AI技術等を活
用した ​インフ
ラ情報の分析
と管理の高度
化

モニタリン
グやICT等
により収集
した ​インフラ
情報のAI技
術等による
分析

土木2-1-2

（道路パトロールの動画活
用システム及びAI分析シ
ステム）道路パトロール
データのAI分析

道路パトロールの動画活用シ
ステムなどで蓄積された画像
データをAIにより分析し、舗
装損傷箇所の自動検出を実現
します。

道路パト
ロール
データ
分析率

75.0% 36.5% 77.5% 77.5% 80.0% 80.0% 82.5% 85.0% 90.0% ○ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

まちづくり 土木 土木部

デジタル技術を
活用した高度か
つ効率的な土木
インフラ施設の
管理による安
心・安全な社会
基盤の構築

AI技術等を活
用した ​インフ
ラ情報の分析
と管理の高度
化

モニタリン
グやICT等
により収集
した ​インフラ
情報のAI技
術等による
分析

土木2-1-3

WEBアプリケーション等
を活用した市民による道
路損傷通報

スマホの写真撮影機能と位置
情報計測システム（GPS）機能
を活用し、市民が道路損傷等
をWEBアプリケーション等で
市へ通報することを実現しま
す。

WEBア
プリケー
ション等
による
通報件
数

630 70 660 90 690 720 760 … ○ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
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構築 運用 検討

分野 分類 主体部局 DX重点課題 課題 ステップ プロジェクト リーディング

名称 名称 PID 名称 概要
項目

R3 R3実績 R4 R4実績 R5 R5実績 R6 R6実績 R7 R7実績 R8 R8実績 R9 R9実績 R4 R5 R6 R7 R8 R9

活動指標

【凡例】

実施年度

まちづくり 土木 土木部

デジタル技術を
活用した高度か
つ効率的な土木
インフラ施設の
管理による安
心・安全な社会
基盤の構築

AI技術等を活
用した ​インフ
ラ情報の分析
と管理の高度
化

情報分析に
基づく​インフ
ラ管理の高
度化

土木1-b-3/2-3-1

データ共有プラットフォー
ムによるデータ管理

土木に関する様々なデータを
集約し、一元的な管理を実現
します。

データ
種別数

1 2 3 ○ ⇒ ⇒ ⇒

まちづくり 土木 土木部

デジタル技術を
活用した高度か
つ効率的な土木
インフラ施設の
管理による安
心・安全な社会
基盤の構築

インフラ情報
のリアルタイ
ム発信

市民へのイ
ンフラ情報
のリアルタイ
ム発信

土木3-1/2-1

ホームページ等による情報
のリアルタイム発信

ライブカメラの映像等をホー
ムページ等でのリアルタイム発
信を実現します。

リアルタ
イム発信
のチャネ
ル数

0 0 2 8 4 6 8 … ○ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

まちづくり 保健福祉 保健福祉部

デジタルを活用
した福祉の高度
化による包括的
な支援体制の
実現

気軽に相談で
きる窓口の構
築

福祉関係の
手続き・相
談等のオン
ライン化に
よる市民
サービスの
向上

保福1-a-1-3

オンライン相談 介護・医療などの相談をスマ
ホやパソコンからオンラインで
実施可能な環境を実現しま
す。

オンライ
ン相談
窓口数

15 10 15 10 15 15 15 … ○ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

まちづくり 保健福祉 保健福祉部

デジタルを活用
した福祉の高度
化による包括的
な支援体制の
実現

気軽に相談で
きる窓口の構
築

福祉に関す
る情報発信
の強化

保福1-a-2-2

ナッジ理論を活用した健診
の推奨

長崎県が実施する「ＩＣＴを活
用した特定健診受診率向上対
策事業」に参加し、受診勧奨を
行う。

通知勧
奨実施
回数

1 2 2 2 2 … ○ ⇒ ⇒

まちづくり 保健福祉 保健福祉部

デジタルを活用
した福祉の高度
化による包括的
な支援体制の
実現

多様な担い手
との連携によ
る市民一人ひ
とりの状況に
合わせた包括
的支援

包括的支援
の実現の担
い手である
職員負担の
軽減及び市
民サービス
の向上

保福2-b-1-1

訪問調査におけるタブレッ
ト活用

生活保護業務の訪問調査にお
いて、タブレットを活用して資
料説明や情報入力を実施しま
す。

タブレッ
ト導入数

13 13 … … … ○ ⇒

まちづくり 保健福祉 保健福祉部

デジタルを活用
した福祉の高度
化による包括的
な支援体制の
実現

多様な担い手
との連携によ
る市民一人ひ
とりの状況に
合わせた包括
的支援

包括的支援
の実現の担
い手である
職員負担の
軽減

保福2-b-1-2

電子審査会の推進 介護認定審査会をオンライン
開催し、場所にとらわれない
会議を実現します。

予定し
ている
ＷＥＢ会
議の開
催率 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% ○ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

まちづくり 保健福祉 保健福祉部

デジタルを活用
した福祉の高度
化による包括的
な支援体制の
実現

多様な担い手
との連携によ
る市民一人ひ
とりの状況に
合わせた包括
的支援

包括的支援
の実現の担
い手である
職員負担の
軽減

保福2-b-2-2

AI-ＯＣＲ、ＲＰＡを活用し
た事務作業の簡素化

受領した書類の入力作業をＲ
ＰＡやＡＩ等に行わせ、職員はエ
ラーチェックや確認作業のみ
を行うことで負担軽減を図る
もの。

○

活用数

2 2 2 2 2 … … ○ ⇒ ⇒ ⇒
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構築 運用 検討

分野 分類 主体部局 DX重点課題 課題 ステップ プロジェクト リーディング

名称 名称 PID 名称 概要
項目

R3 R3実績 R4 R4実績 R5 R5実績 R6 R6実績 R7 R7実績 R8 R8実績 R9 R9実績 R4 R5 R6 R7 R8 R9

活動指標

【凡例】

実施年度

まちづくり 防災危機管理 防災危機管理局

適正・的確な
データを活用し
た危機管理マネ
ジメントの構築

関連情報の
リアルタイム
な把握と
一元管理

災害対応に
必要なデー
タの取得・分
析

防災1-1-1

災害情報共有システム導
入

災害時の各部局の被害情報
を、災害対策本部でリアルタイ
ムに集約し、一元管理できる
環境を実現します。

○

情報集
約対象
のシステ
ム化率

0% 0% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% ○ ○ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

まちづくり 防災危機管理 防災危機管理局

適正・的確な
データを活用し
た危機管理マネ
ジメントの構築

関連情報の
リアルタイム
な把握と
一元管理

災害対応に
必要なデー
タの取得・分
析

防災1-1-2

対災害SNS情報の取得・
分析

SNSの投稿内容を分析し、指
定エリアの被災状況やリスク
情報のリアルタイムな可視化
を実現します。

分析結
果活用
率 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% ○ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

まちづくり 防災危機管理 防災危機管理局

適正・的確な
データを活用し
た危機管理マネ
ジメントの構築

関連情報の
リアルタイム
な把握と
一元管理

データ分析
に基づく防
災計画など
の策定 防災1-2-1

３Dデータを活用した防災
の周知

防災に対する意識向上を図る
ため、3Dデータを活用したシ
ミュレーション動画の配信を
実施します。

活用率
（利用者
数）

100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% ○ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

まちづくり 防災危機管理 防災危機管理局

適正・的確な
データを活用し
た危機管理マネ
ジメントの構築

市民一人一人
に合わせたタ
イムリーな情
報発信

旅行者、外
国人向けの
防災情報の
発信

防災2-2-1

旅行者向けの災害情報ア
プリケーションによる発信

自然災害時において、旅行者
がより正確な情報収集を可能
にできる環境を実現します。

防災ア
プリによ
る情報
発信率

100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% ○ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

まちづくり 防災危機管理 防災危機管理局

適正・的確な
データを活用し
た危機管理マネ
ジメントの構築

市民一人一人
に合わせたタ
イムリーな情
報発信

旅行者、外
国人向けの
防災情報の
発信 防災2-2-2

ポータルサイトでの外国人
向け情報発信

市民ポータルサイトでの多言
語配信により、外国人に合わ
せた情報発信を実施します。

多言語
による
情報発
信率 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% ○ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

行政経営 窓口 行政経営改革部

行かなくてもよ
い＆待たない窓
口

市役所に行か
なくてもでき
る手続きの拡
大

申請のオン
ライン化

窓口1-1-1

（オンライン申請推進事業）
全庁的な手続きオンライン
化の推進

汎用電子申請システムやぴっ
たりサービスを利用し、庁内
の手続きをオンライン化しま
す。 ○

オンライ
ン対応
手続き
数 134 134 510 521 1,020 1,021 1,040 1,139 1,060 1,080 1,100 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

行政経営 窓口 行政経営改革部

行かなくてもよ
い＆待たない窓
口

市役所に行か
なくてもでき
る手続きの拡
大

申請のオン
ライン化

窓口1-1-2

（オンライン申請推進事業）
自治体オンライン化推進事
業

国が提供するぴったりサービ
スと自治体が管理する基幹系
システム（マイナンバー利用
系）をオンライン接続できるよ
うにします。 ○

オンライ
ン対応
手続き
数 134 134 510 521 1,020 1,021 1,040 1,139 1,060 1,080 1,100 ○ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

行政経営 窓口 港湾部

行かなくてもよ
い＆待たない窓
口

市役所に行か
なくてもでき
る手続きの拡
大

申請のオン
ライン化

窓口1-1-3

クルーズ船入港予約システ
ム構築

オンラインシステムによるリア
ルタイムでの予約状況の見え
る化により、クルーズ受入体
制を強化します。

クルー
ズ客船
による
乗降人
員数

1,566,000 2,747 1,686,000 62,258 1,806,000 346,653 500,000 600,000 750,000 ○ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

行政経営 窓口 教育委員会

行かなくてもよ
い＆待たない窓
口

市役所に行か
なくてもでき
る手続きの拡
大

申請のオン
ライン化

窓口1-1-4

学校体育館等における設
施予約システム・スマート
ロックの導入

オンラインでの学校体育館等
の予約を可能とするととも
に、スマートロックを導入する
ことで、事前の鍵の受け渡し
が不要となり、市民の利便性
向上及び内部事務の効率化を
図ります。

施設予
約システ
ム予約
成立件
数 500 6,125 6,250 … … … ○ ⇒ ⇒



040_プロジェクト一覧 ○ ⇒ …

構築 運用 検討

分野 分類 主体部局 DX重点課題 課題 ステップ プロジェクト リーディング

名称 名称 PID 名称 概要
項目

R3 R3実績 R4 R4実績 R5 R5実績 R6 R6実績 R7 R7実績 R8 R8実績 R9 R9実績 R4 R5 R6 R7 R8 R9

活動指標

【凡例】

実施年度

行政経営 窓口 行政経営改革部

行かなくてもよ
い＆待たない窓
口

市役所に行か
なくてもでき
る手続きの拡
大

電子申請に
おける事務
処理の効率
化

窓口1-2-1

電子申請と庁内システム
の連携

汎用電子申請やぴったりサー
ビスで受け付けた申請データ
を庁内システムに連携し、内部
事務の効率を向上します。 5 5 6 7 8 … … ○ ⇒ ⇒ ⇒

行政経営 窓口 市民生活部

行かなくてもよ
い＆待たない窓
口

書かない／待
たない窓口の
実現

窓口での手
続きに要す
る時間の削
減

窓口2-1-1

書かない窓口の導入 申請書等を記入せずに、窓口
でヒアリング等を行い作成し
ます。また、受け付けたデータ
で内部事務の効率化を図りま
す。

申請書
作成支
援対応
手続き
数 7 7 7 … … … ○ ⇒ ⇒

行政経営 窓口 行政経営改革部

行かなくてもよ
い＆待たない窓
口

書かない／待
たない窓口の
実現

プッシュ型
手続きの実
現

窓口2-3-1

LINEによる一人ひとりに
合った情報提供

佐世保市公式LINEからの必
要に応じた特定の属性に絞り
込みを行ったプッシュ通知に
より、市民一人ひとりが必要
とする手続きへのオンライン
申請など、スマートフォンで完
結する各種手続きを促進し、
利便性向上及び手続きの効率
化を図ります。

プッシュ
通知件
数

26 26 ○ ⇒ ⇒ ⇒

行政経営 窓口 行政経営改革部

行かなくてもよ
い＆待たない窓
口

相談チャネル
の拡充

オンライン
相談の拡大

窓口3-a-1-1

オンライン相談の拡大 現在も取組を行っているオン
ライン相談について、活用方
法を整理し対象業務の拡大を
図ります。

対応業
務数

2 ー 3 3 19 14 19 14 19 19 19 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

行政経営 窓口 行政経営改革部

行かなくてもよ
い＆待たない窓
口

相談チャネル
の拡充

相談に係る
待ち時間の
削減

窓口3-b-1-1

相談窓口予約 相談窓口について事前予約を
既存のシステム（Office365
やローコードツール）を活用し
実装することで、相談窓口の
混雑や待ち時間を削減しま
す。

窓口予
約対応
手続き
数

0 ー 1 3 2 4 4 11 4 4 4 … ○ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

行政経営 多様化 行政経営改革部

多様なニーズに
対応し、必要な
人が必要なサー
ビスを受けられ
る市役所

支払いの
キャッシュレス
対応

財務会計シ
ステム納付
書のキャッ
シュレス化

多様化1-1-1

（キャッシュレス化推進事
業）財務会計システムの納
付書に対するキャッシュレ
ス導入

財務会計システムで取り扱う
納付書に関してキャッシュレス
対応し、多様なニーズに応え
ます。

○

キャッ
シュレス
決済利
用率

0% 0% 5% 3.9% 6% 4% 7% 5.7% 8% 9% 10% ○ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

行政経営 多様化 行政経営改革部

多様なニーズに
対応し、必要な
人が必要なサー
ビスを受けられ
る市役所

支払いの
キャッシュレス
対応

窓口（レジ）
のキャッシュ
レス化

多様化1-2-1

（キャッシュレス化推進事
業）窓口（レジ）のキャッ
シュレス導入

窓口での支払いに関して
キャッシュレス対応のレジを導
入し、多様なニーズに応えま
す。

○

キャッ
シュレス
決済利
用率（窓
口） 0% 0% 20% 10.2% 25% 12% 30% 15.2% 35% 40% 45% ○ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

行政経営 多様化 財務部

多様なニーズに
対応し、必要な
人が必要なサー
ビスを受けられ
る市役所

支払いの
キャッシュレス
対応

個別システ
ム納付書の
キャッシュレ
ス化

多様化1-3-1

eL-QRを活用した対象公
金の拡大

既に実施済の固定資産税・都
市計画税、軽自動車税（種別
割）及びシステム標準化による
導入が決定している市県民税
（普通徴収）・国保税・後期保険
料・介護保険料に加え、その他
公金に関してもeL-QRを活
用した公金収納に対応しま
す。

対応シ
ステム数

7 … … … … … ○
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構築 運用 検討

分野 分類 主体部局 DX重点課題 課題 ステップ プロジェクト リーディング

名称 名称 PID 名称 概要
項目

R3 R3実績 R4 R4実績 R5 R5実績 R6 R6実績 R7 R7実績 R8 R8実績 R9 R9実績 R4 R5 R6 R7 R8 R9

活動指標

【凡例】

実施年度

行政経営 多様化 行政経営改革部

多様なニーズに
対応し、必要な
人が必要なサー
ビスを受けられ
る市役所

デジタルデバ
イド対応

高齢者、障
がい者等の
デジタルデ
バイド対応

多様化2-a-1-1

高齢者・障がい者へのデジ
タル活用支援

高齢者や障がい者がオンライ
ン申請等を活用できるよう、
教育等の支援をします。

デジタ
ル活用
セミナー
実施回
数 21 30 27 48 27 45 27 31 27 27 27 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

行政経営 多様化 総務部

多様なニーズに
対応し、必要な
人が必要なサー
ビスを受けられ
る市役所

デジタルデバ
イド対応

情報発信の
多言語対応

多様化2-b-1-1

広報の多言語対応拡張 広報等について対応する言語
を拡張し、より幅広い外国人
への情報発信を図ります。

対応言
語数

4 4 4 4 4 133 4 249 243 243 243 ⇒ ⇒ ⇒ ○ ⇒ ⇒

行政経営 多様化 行政経営改革部

多様なニーズに
対応し、必要な
人が必要なサー
ビスを受けられ
る市役所

デジタルデバ
イド対応

情報発信の
多言語対応

多様化2-b-1-2

（先進的ICT技術活用推進
事業）AI翻訳ソフトの実証
と導入

汎用的なAI翻訳ソフトを実証
し、様々な業務に導入します。

○

翻訳機
使用回
数

20 38 20 47 20 11 20 35 20 20 20 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

行政経営 多様化 市民生活部

多様なニーズに
対応し、必要な
人が必要なサー
ビスを受けられ
る市役所

デジタルデバ
イド対応

ネットワーク
利用可能施
設の拡大

多様化2-c-1-1

市内公共施設へのWi-Fi
環境導入

より幅広い公共施設で市民が
インターネットを活用できるよ
うWi-Fi環境を導入します。

導入施
設数

0 0 29 29 29 29 29 30 30 30 30 ○ ○ ○ ⇒ ⇒ ⇒

行政経営 多様化 総務部

多様なニーズに
対応し、必要な
人が必要なサー
ビスを受けられ
る市役所

情報発信の最
適化

情報発信の
デジタル化

多様化3-1-1

広報紙のデジタル化 現在紙が中心となっている広
報誌をオンライン化すること
で幅広い要望に対応します。

アクセス
数

3,920,000 3,944,938 4,272,800 4,077,432 4,625,600 4,051,623 4,939,200 3,770,178 5,252,800 5,566,400 5,880,000 ○ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

行政経営 多様化 行政経営改革部

多様なニーズに
対応し、必要な
人が必要なサー
ビスを受けられ
る市役所

情報発信の最
適化

情報発信の
デジタル化

多様化3-1-2

LINEサービスの拡張 現在も取組を行っている
LINEによる情報発信につい
て、対象サービスを拡張し、よ
り幅広い情報発信を行いま
す。

対応業
務数

9 9 11 9 13 8 15 20 15 15 15 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
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構築 運用 検討

分野 分類 主体部局 DX重点課題 課題 ステップ プロジェクト リーディング

名称 名称 PID 名称 概要
項目

R3 R3実績 R4 R4実績 R5 R5実績 R6 R6実績 R7 R7実績 R8 R8実績 R9 R9実績 R4 R5 R6 R7 R8 R9

活動指標

【凡例】

実施年度

行政経営 多様化 総務部

多様なニーズに
対応し、必要な
人が必要なサー
ビスを受けられ
る市役所

情報発信の最
適化

利用者の
ニーズに合
わせた情報
発信の最適
化

多様化3-2-1

ホームページのリニューア
ル

利用者が知りたい情報に「た
どり着く」、知りたい情報が
「分かる」佐世保市ホームペー
ジにリニューアルするもの

アクセス
数

5,252,800 　 … … … ○ ⇒ ⇒

行政経営 多様化 行政経営改革部

多様なニーズに
対応し、必要な
人が必要なサー
ビスを受けられ
る市役所

情報発信の最
適化

市民にとっ
て必要な情
報を佐世保
市公式
LINEから
プッシュ型
で案内する
ことで市民
の利便性を
向上します。

多様化3-2-2

LINEによる情報発信 市民にとって必要な情報を佐
世保市公式LINEからプッシュ
型で案内することで市民の利
便性を向上します。

プッシュ
通知件
数

300 300 300 … … ○ ⇒ ⇒ ⇒

行政経営 高質化 総務部

デジタル技術の
フル活用による
職員の仕事の
高質化

市民・事業者
の意見の効果
的な活用

市民の声収
集・活用の
活性化

業務効率化1-1-1

広聴制度の見直し 現状の広聴システムにおいて
SNSのコメント収集や、より
分析しやすくするためのデー
タ形式や入力方法といった見
直しを行います。

広聴シ
ステム満
足度

100% 80.2% 100% 83.6% 100% 82.5% 100% 83.0% 100% 100% 100% … … … ○ ⇒ ⇒

行政経営 高質化 行政経営改革部

デジタル技術の
フル活用による
職員の仕事の
高質化

事務作業の削
減・省力化

デジタル
ツール活用
による業務
の自動化 業務効率化2-a-1-1

（先進的ICT技術活用推進
事業）RPAの導入と活用

RPAを活用し、様々な内部事
務作業の効率化を図ります。

○

利用件
数

25 32 32 38 35 50 38 48 41 44 47 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

行政経営 高質化 行政経営改革部

デジタル技術の
フル活用による
職員の仕事の
高質化

事務作業の削
減・省力化

デジタル
ツール活用
による業務
の自動化 業務効率化2-a-1-2

（先進的ICT技術活用推進
事業）AI-OCRの導入と活
用

AI-OCRを活用し、様々な内
部事務作業の効率化を図りま
す。

○

処理帳
票種類

0 0 20 19 24 28 28 35 32 36 39 ○ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

行政経営 高質化 行政経営改革部

デジタル技術の
フル活用による
職員の仕事の
高質化

事務作業の削
減・省力化

デジタル
ツール活用
による業務
の自動化 業務効率化2-a-1-3

（先進的ICT技術活用企画
費）ローコードツールの活
用

ローコードツールを活用し、
様々な内部事務作業の効率化
を図ります。

アプリ
ケーショ
ン開発
件数 1 0 3 1 6 1 9 1 12 15 18 ○ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

行政経営 高質化 行政経営改革部

デジタル技術の
フル活用による
職員の仕事の
高質化

事務作業の削
減・省力化

デジタル
ツール活用
による業務
の自動化 業務効率化2-a-1-4

（先進的ICT技術活用推進
事業）文字起こしAIによる
議事録の自動化

既に取組を行っている文字起
こしAIによる議事録の自動化
について活用を促進します。

○

処理件
数（累
計）

800 925 1,700 1,852 2,600 3,395 3,500 4,970 4,400 5,300 6,200 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

行政経営 高質化 総務部

デジタル技術の
フル活用による
職員の仕事の
高質化

事務作業の削
減・省力化

内部事務の
デジタル化

業務効率化2-a-1-5

電子決裁・文書管理システ
ム

文書管理システムを導入し、
庁内における決裁を電子化す
ることで業務の高速化を図り
ます。

電子決
裁率

0% 0% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% ○ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

行政経営 高質化 総務部

デジタル技術の
フル活用による
職員の仕事の
高質化

事務作業の削
減・省力化

内部事務の
デジタル化

業務効率化2-b-1-2

庶務事務システムの再構
築

庶務事務システムの再構築に
より、勤怠入力や休暇申請と
いった業務をデジタル化しま
す。

庶務業
務のデ
ジタル
化件数 0 0 1,200 0 17,700 21,466 17,700 21,908 17,700 17,700 17,700 ○ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
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構築 運用 検討

分野 分類 主体部局 DX重点課題 課題 ステップ プロジェクト リーディング

名称 名称 PID 名称 概要
項目

R3 R3実績 R4 R4実績 R5 R5実績 R6 R6実績 R7 R7実績 R8 R8実績 R9 R9実績 R4 R5 R6 R7 R8 R9

活動指標

【凡例】

実施年度

行政経営 高質化 行政経営改革部

デジタル技術の
フル活用による
職員の仕事の
高質化

様々なデータ
を活用した業
務の高度化

データ利活
用環境の整
備

業務効率化3-1-1

BIツール等を用いたデー
タの見える化

時間のかかるデータ分析につ
いて、BIツールを用いること
によりデータ活用の効率化が
できるか実証の上構築を行い
ます。

ダッシュ
ボードの
作成件
数 0 0 0 0 6 6 12 16 18 24 30 ○ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

行政経営 高質化 行政経営改革部

デジタル技術の
フル活用による
職員の仕事の
高質化

様々なデータ
を活用した業
務の高度化

データ利活
用環境の整
備

業務効率化3-1-2

DX企画推進事業（長崎県
データ連携基盤）

行政・民間が保有する地域内
外の様々な情報（主に統計情
報等）を収集、分析、利活用を
容易にする、データ連携基盤
を利活用し、地域課題解決等
の施策立案を効率化、高度化
します。

本市
データ
をシステ
ム連携し
利用し
た回数

0 0 1,000 1,595 1,200 1,607 1,400 3,865 1,600 1,800 2,000 ○ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

行政経営 高質化 行政経営改革部

デジタル技術の
フル活用による
職員の仕事の
高質化

様々なデータ
を活用した業
務の高度化

データ利活
用環境の整
備

業務効率化3-1-3

データ共有プラットフォー
ム

ダッシュ
ボードの
作成件
数 6 6 12 16 18 24 30 ○ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
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構築 運用 検討

分野 分類 主体部局 DX重点課題 課題 ステップ プロジェクト リーディング

名称 名称 PID 名称 概要
項目

R3 R3実績 R4 R4実績 R5 R5実績 R6 R6実績 R7 R7実績 R8 R8実績 R9 R9実績 R4 R5 R6 R7 R8 R9

活動指標

【凡例】

実施年度

行政経営 高質化 行政経営改革部

デジタル技術の
フル活用による
職員の仕事の
高質化

様々なデータ
を活用した業
務の高度化

庁内情報管
理の高度化

業務効率化3-2-1

庁内情報の整理と配置の
見直し

FAQ、グループウェア、ファイ
ルサーバ、例規システムに格
納されているデータについて
職員が検索しやすいようデー
タの整理を行います。

対応業
務数
※整理・
移行を
実施し
た業務
（分類）
数

○ ○ ○ ○

行政経営 高質化 行政経営改革部

デジタル技術の
フル活用による
職員の仕事の
高質化

事務作業の削
減・省力化

デジタル
ツール活用
による業務
の自動化

業務効率化2-a-1-6

業務手順書作成による
BPRの推進

業務手順書作成システムを導
入し、全庁的に業務手順書を
作成することで、その分析結
果からRPAを導入するなどの
BPRを行います。

手順書
作成数

0 0 0 0 25 26 43 67 87 106 155 … ○ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

行政経営 職場環境 行政経営改革部

職員の能力を
最大限発揮でき
る魅力的な職場
環境

時間・場所に
とらわれない
スマートワー
ク環境

リモートワー
クに適した
環境リプ
レース推進 職場環境1-a-2-1

PCの台数、スペック、運用
の見直し

リモートワーク等の働き方に
合わせて、次期調達のPCのス
ペックや台数を見直します。

PC配布
数

○ ○ ○ ○ ○ ○

行政経営 職場環境 行政経営改革部

職員の能力を
最大限発揮でき
る魅力的な職場
環境

時間・場所に
とらわれない
スマートワー
ク環境

オンラインコ
ミュニケー
ションの環
境整備・実
証

職場環境1-b-1-1

オンライン共有環境や運用
の見直しと拡大（庁内外の
連絡のオンライン化）

既に取組を行っているオンラ
イン会議について、より活用を
拡大するため、会議室等の設
備の見直しや、運用の見直し
を行います。

オンライ
ンコミュ
ニケー
ションの
利用率

50% 60% 55% 84.4% 60% 90.9% 80% 94.4% 90% 100% 100% ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

行政経営 職場環境 行政経営改革部

職員の能力を
最大限発揮でき
る魅力的な職場
環境

時間・場所に
とらわれない
スマートワー
ク環境

オンラインコ
ミュニケー
ションの環
境整備・実
証

職場環境1-b-1-2

研修・説明会・視察のオン
ライン化

既に取組を行っているオンラ
イン会議について、研修・説明
会・視察にも活用することでオ
ンラインのコミュニケーション
の幅を広げます。

研修等
におけ
るオンラ
イン出席
率

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

行政経営 職場環境 行政経営改革部

職員の能力を
最大限発揮でき
る魅力的な職場
環境

時間・場所に
とらわれない
スマートワー
ク環境

印刷環境の
見直し検討

職場環境1-b-3-1

複合機・プリンタの配置見
直し

ペーパレス化と合わせて、プリ
ンタの数を削減するととも
に、どこのフロアでも印刷が
できるようプリンタサーバを
導入します。

プリンタ
設置数

149 149 141 139 141 116 89 ○ ○ ○ ○ ○

行政経営 職場環境 行政経営改革部

職員の能力を
最大限発揮でき
る魅力的な職場
環境

時間・場所に
とらわれない
スマートワー
ク環境

スマート
ワークに向
けた働き方
に関する課
題の棚卸 職場環境1-c-1-1

スマートワークに向けた働
き方に関する課題の棚卸
調査

リモートワーク用の端末・ネッ
トワークを整備に合わせて、ス
マートワークの実現に向けた
職員の働き方に関する課題
（スマートワークが実現できな
い業務、職員の意識等）の棚
卸を行います。

-

実施済 実施済 実施済 実施済 実施済 実施済 実施済 実施済 実施済 ○

行政経営 職場環境 行政経営改革部

職員の能力を
最大限発揮でき
る魅力的な職場
環境

時間・場所に
とらわれない
スマートワー
ク環境

スマート
ワークに適
した働き方
の見直し 職場環境1-c-2-1

スマートワークに適した働
き方の見直し検討

棚卸した課題に対する対応方
針を検討し、職員の意識改革
や職務内容を見直し等を行い
ます。

-

実施済 実施済 実施済 実施済 実施済 実施済 実施済 実施済 実施済 ○

行政経営 職場環境 行政経営改革部

職員の能力を
最大限発揮でき
る魅力的な職場
環境

時間・場所に
とらわれない
スマートワー
ク環境

セキュリティ
の強靭化

職場環境1-d-1-1

（庁内情報化基盤管理事
業）強靭で利便性の高いセ
キュリティ対策実施

国が示すセキュリティ対策に
従い実施します。

○

-

○ ○ ○ ○ ○ ○
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構築 運用 検討

分野 分類 主体部局 DX重点課題 課題 ステップ プロジェクト リーディング

名称 名称 PID 名称 概要
項目

R3 R3実績 R4 R4実績 R5 R5実績 R6 R6実績 R7 R7実績 R8 R8実績 R9 R9実績 R4 R5 R6 R7 R8 R9

活動指標

【凡例】

実施年度

行政経営 職場環境 行政経営改革部

職員の能力を
最大限発揮でき
る魅力的な職場
環境

自治体情報シ
ステムの標
準・共通化

基幹システ
ムの標準化
対応

職場環境2-2-1

基幹システムの標準化 国が示すシステム標準化の指
針に従い、基幹システムの標
準化対応を行います。

○

標準化
対応業
務数

18 20 20 … … ○ ○ ○ ⇒

行政経営 職場環境 行政経営改革部

職員の能力を
最大限発揮でき
る魅力的な職場
環境

時間・場所に
とらわれない
スマートワー
ク環境

リモートワー
クに適した
ネットワー
ク・パソコン
環境の検討
と実証

職場環境
1-a-1-1
職場環境
1-b-2-2

（庁内情報化基盤管理事
業）スマートワーク環境の
整備

リモートワーク用の端末・ネッ
トワークを整備し、自宅等の庁
外で業務ができる環境を構築
します。あわせて、本庁舎にあ
るサーバをクラウド環境に移
行します。 ○

リモート
ワーク利
用人数

10 29 108 14 108 26 108 75 108 108 108 ○ ○ ○ ○ ⇒ ⇒

行政経営 推進課題 行政経営改革部

推進課題

推進1

ドローンの活用推進 ドローン
シェア利
用回数

0 0 0 0 19 5 40 2 40 40 ○ ⇒ ⇒

行政経営 推進課題 行政経営改革部

推進課題

推進2

生成AIの業務活用 職員利
用数

80 1004 320 720 1280 ○ ⇒ ⇒ ⇒

行政経営 その他 行政経営改革部

3つのしかけ

仕掛け1

CDO補佐官・DXコーディ
ネータと連携したDX推進

CDOを補佐するCDO補佐官
や、DXについて特定の部局
のアドバイザーであるDXコー
ディネータを任用することに
より、市役所のDXを強力に推
進します。

CDO補
佐官と
の協議
回数 0 0 10 10 20 51 20 25 20 20 20 ○ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

101 リーディングプロジェクト数 26


